




 

 







 

 

 

 

 



1-1



1-2



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-3



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-4



 

1.2 1.3

1.9
1.6

2.1
1.7

2.1

3.3
3.6

1.7 1.7
1.5

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

1-5



1-6



1-7



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1-8



 

 

1-9



1-10



1-11



1-12



18 18.9 18.6 18.6 17.8

23.1

20.1
18.5 18 17.8

16.3 15.4

0

5

10

15

20

25

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

1-13



1-14



1-15



11,478

13,768 13,871

9,783 10,549

3,596

5,396 5,155
3,380 3,729

0

5,000

10,000

15,000

H25 H26 H27 H28 H29

1-16



IC IC
9,212 / 39.0

45
5,193 / 6.8

14,405 / H27 89.7

1-17



1-18



1-19



1-20



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-21



 

1-22



1-23



 

 

 

1-24



1-25



1-26



1-27



1-28



1-29



1-30



1-31



1-32



1-33



 

1-34



1-35



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-36









 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

基本構想で定めた新たな観光拠点の整備方針及び整備コンセプトについて、その具体内容を基

本計画において以下のとおり設定します。 

 

道の駅の整備⽅針①︓ 

⼈々の⽬的地となり、⼭⽥町観光の「窓⼝」となる道の駅を⽬指します。 
 

 地域の日常的な利用・活動の場であることを重要な前提とし、観光客等来訪者に山田

町の生活・人々の魅力を伝え、山田町に「行きたい」「また来たい」と思う場を提供す

る道の駅を目指します。 

 地元ならではの美味しいものが、様々な販売スタイル/提供アプローチで、楽しみなが

ら味わえる道の駅を目指します。 

 山田産のものを中心としつつも、山田産に限定せず、岩手県全体の広域連携の視点を

もって仕入れを行うことで、思わず手に取りたくなる素敵な商品が豊富に揃っている

道の駅を目指します。 

 この場所からさらに町内に賑わいが拡がるような、行きたくなる案内・誘導の仕掛け

が充実した道の駅を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図表 2-1 具体整備⽅針イメージ  
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道の駅の整備⽅針②︓ 

ＡＬＬ⼭⽥の積極的な関わりがある道の駅を⽬指します。 
 

 水産業・農業・林業など様々な一次産業の従事者、食品加工を行う二次産業の事業者、

情報発信・観光コンシェルジュを担う三次産業の従事者の連携が図られている道の駅

を目指します。 

 町民・行政の連携により賑わいが継続的に発展していく道の駅を目指します。（※公共

による投資や支援を積極的に実施するものではなく、事業として自立・自活している

前提で、行政としての後方支援を図るものです。） 

 「廃校となる北小学校」「山田湾関口川河口部」「山田町中心商業地」と連携・関わりを

深めながら、町の賑わい・活性化に寄与することに努めます。 

 

道の駅の整備⽅針③︓ 

“発進”する道の駅を⽬指します。 
 

 これからの若い人のチャレンジを後押し、これからの門出を応援する道の駅を目指し

ます。 

 山田町の美味いもの・良いものを、日本全国に発進する物流のターミナル拠点を目指

します。 

 

道の駅の整備⽅針④︓ 

⾮常時に防災拠点として機能する道の駅を⽬指します。 
 

 救援活動や物資の集積場所となるスペースの確保や、自家発電ができる電源装置の整

備など、大規模災害時に地域の防災拠点となる道の駅を目指します。 

 三陸沿岸道路（山田 IC）直近という立地を活かし、大規模災害後における災害派遣活

動やボランティア活動、災害情報の発信、被災者の買い物・物資受け取りなど、災害対

応の活動拠点を目指します。 
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道の駅の整備コンセプト︓ 

「また来たくなる、⼭⽥町のディープな魅⼒が詰まった賑わいの拠点」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 2-2 整備コンセプトイメージ 

 

 

【具体整備コンセプト１】 

〇ALL 山田商品が集まった、山田町ならではの商

品を魅力的に見せる為の販売スペース充実を目

指します。 

〇付加価値を与えた商品を PR できる場を目指し

ます。 

【具体整備コンセプト２】 

〇町ならではのメニューを提供できる飲食施設や

オリジナルな体験ができる空間づくりを目指し

ます。 

【具体整備コンセプト３】 

〇町の若い人が新しいことに挑戦でき、移住者を

呼び込める場所づくりを目指します。 

【具体整備コンセプト４】 

〇映像技術等を活用し、町の様々な観光資源を紹

介し、町内への人の流れを生み出す場所づくり

を目指します。 

町の⽣鮮⾷品や特産品が勢揃
い、ここに来れば⼭⽥町の全てが揃
う、地⽅発送もお⼿のもの︕ 

物流・物産の拠点 

⼭⽥町ならではの⾷べ⽅、遊び⽅
などが気軽に楽しめる︕ 

体験の拠点 

町の若い⼈が、町に無い新しいこ
とに挑むことを後押しする︕町の
⼈も楽しんで参画できる︕ 

挑戦の拠点 

町の旬な情報、様々な観光資
源や体験ツーリズムを紹介する︕
また来たいと思わせる重要な仕掛
け︕ 

情報発信の拠点 
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各導入機能及び、整備方針・イメージは以下のとおりとします。 

 

（１）24 時間トイレ 

テーマ：施設の目玉となるような特徴的なトイレ！ 

「山田のトイレは綺麗だから、休憩のポイントにしよう」と思われるようなトイレを目指します。 

 

■想定される機能や性能（ハード） 

・海を感じることが出来る特徴的な要素があること。 

・道路休憩として適切な規模であるとともに、掃除等通常の維持管理がし易いつくりであること。 

・バリアフリー、子育て支援に対応した施設であること。 

・女性用パウダールームの設置（女性にとっての好評価獲得を目指す）。 

 

■運営・運用のポイント（ソフト） 

・清潔感のあり、特徴的な空間とするために、定期的な清掃が欠かせません。そのため、維持管

理に関する労力が投入されるべきポイントとなります。 

・デジタルサイネージなどの映像広告を活用し、トイレ後の購買につながるような仕組みの導入

が望まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図表 2-3 特徴的なトイレのイメージ 
（道の駅「りょうぜん」） 

図表 2-4 特徴的なトイレのイメージ 
（道の駅「いいだて」）
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（２）休憩施設、観光案内施設 

テーマ①：リラックススペース！ 

 「運転や仕事に疲れたので、割り切ってゆっくり休もう」と思われるような、積極的な休憩

を誘導できるリラックスしたスペースを目指します。 

 

テーマ②：観光ツーリズムの発進拠点！ 

 町内の各スポットを周遊してもらうための案内スペースの実現を目指します。 

 

■想定される機能や性能（ハード） 

・緑を眺めながら休憩できる、ゆったり座れる、横になれる椅子や座敷などが配置された空間で

あること。公共交通にスムーズに乗り換えられること。 

・外国人観光客の体験需要に応じたインバウンド対応可能な設備とすること。 

・壁一面を使用した巨大な観光マップなど、町内の景勝地や主要店舗等の位置をわかりやく伝え

られること。 

・映像技術の活用等により、山田町の自然・文化を道の駅で楽しめること。 

・様々なアクティビティに関する情報が得られること。また、レンタサイクルの貸し出しや、シ

ャトルバス案内ができること。（駐車場にバスロータリー設置） 

・震災関連による被害やその後の復興が相手に伝えられること。 

・子どもが夢中になれるスペースやイベントがあること。 

 

■運営・運用のポイント（ソフト） 

・情報の受発信拠点となります。面と面を向かい合わせた接客をするため、観光のコンシェルジ

ュ、及び事務作業スペースを設置します。 

・情報発信だけでなく、ツアー受付や受入れ団体への案内、送迎まで、町全体の観光ツーリズム

の拠点としての体制を整備します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 2-5 喫茶機能も兼ねた案内受付  
（道の駅 集いの郷「むつざわ」） 

図表 2-6 映像インフォメーション  
（道の駅「ながい」）
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（３）飲⾷施設 

テーマ：「味覚の駅」の代名詞！ 

 「目移りしちゃう、全部食べたい！」という気持ちになるよう、様々なコンテンツを用意し、

充実した空間を目指します。 

 「釣った魚をその場で食べたい！」というニーズや、「魚の調理の仕方を教わりたい」という

ニーズに応えられるような設備を用意します。 

 

■想定される機能や性能（ハード） 

・全体で団体客（60～80 席）の受け入れにも対応できること。 

A 蒸し焼き、炭火バーベキュー 

・カキをはじめとした特産品を安全・気軽に食べられること。 

・買ったもの、釣ったものをガスで蒸し焼き・網焼き（炭火など）で食べることができるこ

と。（※具体的な食べ方は運営者の考えに委ねる） 

・魚だけではなく、野菜・キノコや、肉も食べられること。 

・番屋風の空間（演出した汚さ＝味のある空間）、非日常感を感じられること。 

・排煙のため閉じた空間、空調整備の設置。 

B フードコート 

・朝ごはん（地元の普段の食事等）やラーメン、和食といった様々な料理を食べられること。

席は自由に、気軽さを感じられること。 

C 下処理＆アドバイスコーナー 

・釣った魚や、買った魚をさばいてあげるサービスを提供。（有料） 

 

■運営・運用のポイント（ソフト） 

・カキを食べさせるのに、蒸し焼きにするか、バーベキューとするか、どのようにお客さんに楽

しんでもらうのが良いのかについては、今後、運営事業者による検討を経て決定していきます。 

・ありきたりのメニューではなく、「この土地ならでは」の品揃えが求められます。山田高校の生

徒から様々なアイデアが示されていますが、そのような町ぐるみのアイデアをもとにした、経

営判断をともなう商品開発を積極的に行えるよう投資が必要になります。 

・朝食にも対応し、営業時間を調整することも考えられます。 

・人の配置が必要になります。浜焼きレストランと隣接させ、オペレーションを共有するととも

に、「浜焼きで食べて行きましょう！」というような積極的なセールストークを展開すること

が重要です。 
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図表 2-7 炭⽕海鮮レストラン  
（道の駅「コンキリエ」） 

※利⽤料 300 円/⼈、⼣⽅も営業 

図表 2-8 賑わいのあるフードコート  
（道の駅「⽶沢」）

図表 2-9 屋外での炭⽕料理販売  
（ピア Bandai（新潟市）） 

図表 2-10 屋外での BBQ 会場  
（ピア Bandai（新潟市）） 
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（４）テナントスペース 

テーマ：チャレンジショップで発進！ 

 地域の方、特に若い方々の「山田町で一旗あげたい！」を応援するよう、スペースを用意し

ます。 

 

■想定される機能や性能（ハード） 

・地元の既存、新規店舗をテナントとして誘致できること（コーヒー、スイーツ、洋食店など）。 

・最小限の面積、飲食を想定した配管が準備されていること。 

 

■運営・運用のポイント（ソフト） 

・店主からはテナント料を徴収します。運営者は、その徴収管理と、施設全体のコンセプトとコ

ンテンツの整合調整や、連携したイベントの実施などを行います。 

・月替わりでお店を変えるなど、イベント的に実施することも考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

  

図表 2-11 テナント（パン屋）  
（道の駅「霊⼭」） 

図表 2-12 テナント（フード）  
（道の駅「厚⽥」）
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（５）産地直売施設 

テーマ：山田町の味覚を発見する場！ 

テーマ：山田産以外もある、広域連携の拠点！ 

 「味覚の駅」のもうひとつの代名詞。女性が「トキメク」よう豊富な品揃えの充実を目指し

ます。町内の特産品を全て探し集めるとともに、広域からも「その土地ならでは」の商品を

集めます。 

 

■想定される機能や性能（ハード） 

・広域連携を図って様々な商品を集められること。 

・新鮮なものを、新鮮な状態で販売できること。（氷棚、生け簀など） 

・魅力的に見せる為の販売スペース 

・大試食コーナー 

・釣具のレンタル、氷のサービスが充実していること。 

 

■運営・運用のポイント（ソフト） 

・「手に取ってもらう」ための試食や、試し買いに適したサイズ感の商品を揃えることが重要で

す。 

・独自性を高めるため、どこでも買える、ハコものは極力置かない。 

・山田産に限定せず、岩手県広域から商品を仕入れるためのバイヤー活動が重要になります。行

政による積極的な連携促進など後押しが重要になります。 

・事例から「魚のつかみ取りイベント」など、定期的な集客イベントの実施による広域固定客の

獲得が重要となります。成功している道の駅ではイベントを毎月実施するなど、集客機会の創

出に努めている例が多くあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図表 2-13 賑わいのある産直  
（道の駅「ヘルシーテラス佐久南」） 

図表 2-14 POP 類の充実で知識欲を満たす産直  
（道の駅「きさかた」）
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（６）バックヤード 

テーマ：山田町特産品が集まる場 

 道の駅に商品を卸す様々な方が使いやすい作業スペースとなることを目指します。 

 

■想定される機能や性能（ハード） 

・山田産の商品を保管するため、冷蔵庫、冷凍庫を設置できること。 

・産直機能として、仕入れに来た生産者自身によるシールやラベル貼りが行いやすいこと。その

動線上理にかなっていること。 

・トラック２台は入れるような広い間口があること。 

 

■運営・運用のポイント（ソフト） 

・生鮮物を仕入れに来た方とのやりとり、会話を想定すると、事務室と近い方が望ましいと考え

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図表 2-15 ⼤型⾞の⼊庫も考慮されたﾊﾞｯｸﾔｰﾄﾞ（道の駅「遠野⾵の丘」） 
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（７）⾷品加⼯施設 

テーマ：オリジナル商品の製造拠点！ 

 「この土地ならでは」の、道の駅オリジナル商品の開発が可能なようスペースを設けます。 

 

■想定される機能や性能（ハード） 

・オリジナル商品を製造することができること。 

・例えば、産直で売れ残った生鮮食品を買い取り、加工し、付加価値を与えて再販することがで

きるように、干物や惣菜加工を想定した設備があること。 

 

■運営・運用のポイント（ソフト） 

・産直での売れ残り商品のその後は、全国の道の駅の共通の課題となります。ALL 山田町の積極

的なかかわりという観点に立ち、売れ残り商品も活用して六次化することも大きな役割と考え

ます。 

・将来的に北小学校と連携することを想定し、ここでは必要最小限の規模と想定します。 

 

（８）事務室 

テーマ：円滑な事務作業の拠点 

 道の駅を動かす心臓部として、レイアウトを設定します。 

 

■想定される機能や性能（ハード） 

・バックヤード・産直、観光情報コーナーとの繋がりを確保されていること。 

・施設の隅々に行きやすい、目が届きやすいこと。 

・デスク・印刷機器の設置、商談可能な半個室の設置。 

 

■運営・運用のポイント（ソフト） 

・常時、全ての席に人が座っているというシーンはほとんど無いと想定しますが、事務を行う方

（社員クラス、経理担当等）の専用デスクは必要と考えられます。 
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（９）体験施設、集会施設 

テーマ：山田町らしい気軽な体験の拠点 

 「この土地ならでは」の、オリジナル体験が可能なスペースを設けます。 

 

テーマ：地域の皆さんが集まる拠点 

 地域の集まり等でも利用可能なスペースとします。 

 

■想定される機能や性能（ハード） 

・秋にはマツタケの競りの会場になるとともに、その様子を見学することが可能な個室であるこ

と。 

・常設の体験スペース（アクセサリー作りなど）、研修室としても活用できる多目的なスペースと

すること。 

 

■運営・運用のポイント（ソフト） 

・集会施設は公共施設スペースとなるため、施設の運用・維持管理には行政からの支援（指定管

理料など）が前提となります。 

 

（１０）駐⾞場 

テーマ：素通りさせない！広い駐車場 

 現道の駅施設は駐車場の狭さが課題で、混雑のためお客さんが素通りしてしまうシーンが多

くありました。新しい道の駅では、お客さんを余すことなくキャッチするために十分な広さ

の駐車場を確保します。 

 

■想定される機能や性能（ハード） 

・小型車、大型車ともに十分な駐車場台数を確保していること。 

・停め易い、回りやすい駐車場であること。 

・事故防止のため大型車と小型車の動線が分けられていること。 

・公共交通の交通結節点機能を有していること。 

※車中泊に対応した RV パークの整備は、宿泊的機能として近隣施設（北小学校）との役割分

担を検討。 

 

■運営・運用のポイント（ソフト） 

・将来的に EV 車の充電設備需要増が想定されます。EV 車用駐車マスの増設に対応できるように

余裕を持った空間とします。 
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（１１）外構、緑地広場 

テーマ：イベントできる広いスペース 

 キッチンカー、屋台、野菜のテント売りなどができる屋外空間を確保します。また、ペット

同伴で憩える広場を設置します。 

 

■想定される機能や性能（ハード） 

・キッチンカーが並びやすい、広々としたイベントスペース（建物庇による屋根付き） 

・地元釣り客の手洗い等も行われること（洗い場は屋外に設置）。 

・子供やペットが遊べる緑地公園広場、それを屋内から眺められること。 

 

■運営・運用のポイント（ソフト） 

・様々な賑わいイベントの実施が想定されますが、道の駅運営事業者側が主体となった利用料徴

収の設定などルールの取り決めが重要となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図表 2-16 テラス機能も兼ねた外構 
（道の駅「⾼⽥松原」） 

図表 2-17 As 舗装上に模様で賑わいを演出して
いる外構 （道の駅 集いの郷「むつざわ」）

図表 2-18 花⽊の販売、ｲﾍﾞﾝﾄﾃﾝﾄの張り出しができる外構 
（道の駅「遠野⾵の丘」）
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（12）防災拠点施設 

・平成 16 年の新潟県中越地震の際に、道の駅が避難者支援、情報提供支援、災害復旧拠点施設

として大きな貢献を果たしたことにより、度重なる災害への対応として、道の駅の基本機能と

して「防災」が求められるようになりました。 

・道の駅「美濃にわか茶屋」（岐阜県美濃市）では、発災時にも食堂、情報提供施設、トイレが利

用可能となるよう非常用発電機の設置や、飲料用タンクの設置などがされています。 

・山田町では、東日本大震災の際、被災住民への食糧・日用品の供給機能を道の駅「やまだ」が

担いました。 

・当道の駅でも、防災機能を確保するため、物資集積場所として機能する広い駐車場や、非常用

発電機、備蓄倉庫、飲料用貯水槽などの施設の設置を検討していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 2-19 災害時に⾼度な防災機能を発揮する「道の駅」例 
資料︓「道の駅」による地⽅創⽣拠点の形成 〜モデル箇所の選定と総合的な⽀援〜
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＜参考︓道の駅に求める要素（WEB アンケート⾃由意⾒より抽出）＞ 

仙台都市圏、盛岡都市圏、八戸都市圏、三陸沿岸道路沿線市町村の居住者（15歳以上）を対象と

して 1,500 票の回収を行った WEB アンケート調査結果にて寄せられた、「今後の「道の駅」整備に向

けた意見・要望」を以下にまとめます。「ここならでは」の特徴や、休憩施設としての機能の強化を

求める声が多く見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 2-20 WEB アンケート調査結果（道の駅整備に向けた意⾒・要望） 
資料︓⼭⽥町「新たな観光拠点」整備に関する Web アンケート調査結果（R1.8 実施）
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検討委員会、検討専門部会で得られた以下の機能案については、道の駅として整備するのではなく、

町内の他施設と連携して機能を確保していくこととします。 

 

（１）ドッグラン・遊具・アスレチック施設 

ドッグラン等、ペットを遊ばせる機能に関するご意見は多く寄せられています。ただ、当計画地で

はスペースの確保が困難と見込まれるため、広い敷地が確保可能な近隣の北小学校の活用・連携によ

り対応することを検討します。 

（２）温泉、お⾵呂、⾜湯・シャワー 

地下水掘削・ポンプ汲み上・加熱・衛生管理など、導入・維持

管理のコストと手間が多くかかります。道の駅にあると便利です

が、無くても魅力を損なわないものとして、当道の駅では導入を

見送ります。町内にある入浴施設との役割分担を図ります。なお、

「コインシャワー」については、運営事業者との協議により導入

について検討していきます。 

また、代替として、「桶足湯」のような有料サービスを休憩所機

能の一環で導入するなど、ソフト面での対応を検討することを事

業者に求めていきます。 

（３）ATM 

道の駅にあると便利ですが、無くても魅力を損なわない設備と考え、町内のコンビニ、金融機関へ

の誘導に努めます。代わりにキャッシュレス化に対応した POS システムへの投資などを運営事業者に

求めていきます。 

（４）ガソリンスタンド 

道の駅にあると便利ですが、無くても魅力を損なわない設備と考え、町内の既存 GS の利用を誘導

します。 

 

 

 

 

 

 

  

図表 2-21  
町内にある⼊浴施設の⼀例

2-16



 

 

 

（５）⼭⽥湾を望める展望台・望遠鏡 

山田湾を障害なく望める展望台は５階建て相当の高さが必要となります。観光情報施設で山田湾の

魅力をアピールし、町内のビュースポットに誘導するとともに、新たなビュースポットの整備を検討

していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 2-22 ⼭⽥湾への眺望 

 

（６）海の⽣き物と触れ合えるスペース、ドクターフィッシュ 

水族館・アクアリウム機能となりますが、「鯨と海の科学館」での展示が適しているため、役割分担

を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧病院屋上からの眺め R45 脇（織笠地区）からの眺め 

図表 2-23 鯨と海の科学館 
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★新たな観光拠点 

入浴施設（約２km）（２） 

（３）ATM（コンビニ約２km）

北小学校（約 0.5km）（１） 

（４）GS（約２km）

現道の駅「やまだ」
（６）鯨と海の科学館 

（約７km） 

（５）パーキング（約 5km）

⑤

GS（約７km）（４） 

（４）GS（約５km） 

（４）GS（約３km） 

図表 2-24 町内連携イメージ図 
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（１）計画交通量の設定について 

道の駅の駐車台数は、『前面交通量（H42 年将来交通量推計値）×立ち寄り率×ラッシュ率÷回転率』

の式により算出します。 

前面交通量は、H42 年将来交通量推計値より求めます。H27 年道路交通センサスによる、一般国道

45 号の交通量は 13,076 台/日、三陸沿岸道路の交通量は 2,987 台/日、総断面交通量は 16,063 台/日

となっています。それに対し、国で実施している H42 年将来交通量推計値では、国道 45号は 5,193 台

/日と大きく減少、三陸沿岸道路は 9,212 台/日と大きく増加しています。また、総断面交通量は 14,405

台/日で、H27 年比 89.7％と減少しています。これは、三陸沿岸道路が全線開通することによって国道

45 号から三陸沿岸道路への利用転換が起こることが示唆されています。 

道の駅の運営を検討する際の計画交通量は、三陸道通過者が容易に道の駅に立ち寄ることが可能と

なる仕組みを前提とすることとして、三陸道・国道 45 号の両方をカバーする台数である 14,405 台/

日を基本とします。 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

H42 年将来交通量 

三陸沿岸道路（山田南 IC～山田 IC） 
9,212 台/日（大型車混入率 39.0％） 

国道 45 号 
5,193 台/日（大型車混入率 6.8％） 

断面計 
14,405 台/日 ※H27 年比 89.7％ 

 

 

H27 年センサス値 

三陸沿岸道路（山田南 IC～山田 IC） 
2,987 台/日（大型車混入率 38.5％） 

国道 45 号 
13,076 台/日（大型車混入率 12.1％） 

断面計 
16,063 台/日 

 

当道の駅計画交通量とします。 

※交通量出典︓道路交通センサス、国⼟交通省三陸国道事務所 
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（２）計画交通量による駐⾞場の算定 

「東日本高速道路株式会社 休憩施設設計要領（H17 年 10 月）」に準じて算定します。 

 駐⾞マス数の算定式、及び係数の設定 

駐車マス数の算定式については、次式より求めます。 

 

 

 

 

 

 
図表 2-25 駐⾞マスの算定フロー 

 

① 計画交通量：H42年の将来交通量（14,400台/日）を設定、車種別に区分 

② 休日サービス係数：年平均日交通量Ｑ（14,400台/日）より1.40と設定 

③ 立ち寄り率、ラッシュ率、回転率は、休憩施設設計要領より以下のとおり設定 

 

図表 2-26 サービス係数 
 
 
 
 
 
 

出典：「休憩施設設計要領（H17）/東日本高速道路株式会社 P26 

 
図表 2-27 ⾞種別⽴寄率、ラッシュ率、平均駐⾞時間（SA） 

⾞種 
SA 値 

⽴寄率 ラッシュ率 平均駐⾞時間（分） 回転率 

⼩型⾞ 0.175 0.10 25 2.4 

⼤型バス 0.25 0.25 20 3 
⼤型貨物⾞ 0.125 0.075 30 2 

 

 

 

 

 

計画交通量 立寄台数 ラッシュ時立寄台数 必要駐車マス数 

立寄率 

休日サービス係数 

ラッシュ率 回転率（平均駐車時間）

1.65－Q×10-5

1.40
サービス係数

1.1550,000 〈 Q
25,000 〈 Q 〈 50,000

0 〈 Q 〈 25,000
年平均⽇交通量Q（両⽅向︓台/⽇）
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 駐⾞マス数算定結果 

算定結果は以下のとおりで、道の駅全体の駐車ます数は、「小型車 104 台、大型車 28 台、計

132 台」となります。 

 
 

図表 2-28 駐⾞ます算定表 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

小型車 大型バス 大型貨物車

一般国道45号 4,775 64 354

三陸沿岸道路 5,538 81 3,593

0.175 0.25 0.125
基準値：

「休憩施設設計要領（H17.10）／東日本高速道路株式会社」 Ｐ28

平均日交通量から年間365日のうち35番目程度の交通量を求める係数

0.10 0.25 0.075
基準値：

「休憩施設設計要領（H17.10）／東日本高速道路株式会社」 Ｐ28

25 20 30
基準値：

「休憩施設設計要領（H17.10）／東日本高速道路株式会社」 Ｐ28

2.4 3 2
基準値：

「設計要領第6集　建築施設編（H30.7）／東日本高速道路株式会社」

Ｐ14

一般国道45号 48 1 2

三陸沿岸道路 56 2 23

合計 104 3 25

数値

1.40

駐車ます数

数値名称 備考

・「計画交通量×立寄率×ラッシュ率÷回転率」により算定

・一般国道45号、三陸沿岸道路それぞれの計画交通量ごとに必要駐

車ますを算定。その合計値を道の駅全体の必要駐車ますとして設定。

各道路における大型車混入率は、「一般国道45号：6.8％、三陸沿岸道

路：39.0％」（H42年将来交通量推計値より）を使用。

・小型車のバス混入率は1.4％に設定。
計画交通量

サービス係数

ラッシュ率

平均駐車時間

回転率

立寄率
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（３）⾝障者⽤駐⾞場の算定 

身障者用小型駐車ます数は、「東日本高速道路株式会社設計要領第六集 建築施設編」に基づき算

出します。 
 

図表 2-29 ⾝体障がい者⽤⼩型駐⾞ます数 
 

 

 

 

 

 

 

 

（４）婦⼈⽤駐⾞スペース（ママスペース） 

子育て応援施設として、婦人用駐車スペースを確保する。駐車台数の設定基準は無いため、身障者

用駐車スペースと同等の規模＝３台とします。 

 

 

 

（５）⼆輪⾞専⽤駐⾞場 

二輪車専用駐車場は、「設計要領第六集 建築施設編」に基づき算出します。 
 

図表 2-30 ⼆輪⾞専⽤駐⾞場⾯積 

 

 

 

 

 

→算定の結果、二輪車専用駐車場４台（小型車１台分）の駐車スペースとなりますが、需要を満た

せない可能性も懸念されることから、二輪車専用駐車場８台分＝小型車専用駐車場２台分とします。 

 

 

  

全⼩型⾞駐⾞ます数×1/50以上
⾝体障がい者⽤⼩型駐⾞ます数（台）駐⾞ますの区分

全⼩型⾞駐⾞ます数 ≦ 200

※⼤型・⼩型兼⽤駐⾞ますの場合は⼩型⾞換算して計上する
全⼩型⾞駐⾞ます数 > 200 全⼩型⾞駐⾞ます数×1/50以上1/100+2以上

出典︓「設計要領第6集　建築施設編（H30.7）／東⽇本⾼速道路株式会社」 第1編Ｐ29

最大駐車マス数 132 台＜200 台より、 

身体障がい者用小型駐車マス数＝132×1/50=2.6≒３台とします。 

婦人用駐車スペース＝身体障害者用小型駐車マス数＝３台とします。 

区分

ＳＡ

ＰＡ

計画交通量

全箇所
30,000台未満

（ｍ2）
⾯積

30,000台以上
（台/⽇） （台）

4
4
8

⼆輪⾞駐⾞台数

25.0　⼩型⾞2ます相当

12.5　⼩型⾞1ます相当
12.5　⼩型⾞1ます相当

自動二輪車専用駐車場＝計８台（小型車２台分）とします。 
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（６）電気⾃動⾞（EV ⾞）充電駐⾞場 

電気自動車（EV 車）専用の充電駐車場については、「駐車場等への充電施設の設置に関するガイド

ライン（H24 年６月）/国土交通省都市局」に基づき算出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 2-31 電気⾃動⾞の利⽤実態調査結果【設置台数のニーズ】 

出典：「駐車場等への充電施設の設置に関するガイドライン（H24 年６月）/国土交通省都市局」P.28 

 

→ガイドラインでは、「電気自動車の利用実態調査」により、１施設あたり３台程度と整理されてい

ることから、当施設については、電気自動車（EV車）充電駐車場＝３台とします。 

 

  
電機自動車（EV 車）充電駐車場＝計３台とします。 
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（７）必要駐⾞台数のまとめ 

「東日本高速道路株式会社 休憩施設設計要領（H17 年 10 月、H30 年７月）」、「駐車場等への充電施

設の設置に関するガイドライン（H24 年６月）」より必要駐車場規模を以下のとおりとします。 

必要駐車場規模（計 143 台）：小型車 104 台、大型車 28 台、身障者 3 台、 

婦人用 3 台、二輪車 8 台（小型車２台分）、ＥＶ車 3 台 

 

図表 2-32 近隣道の駅の駐⾞マス数、敷地⾯積・建築⾯積 

道の駅名 
駐⾞マス数※1 周辺交通量 

⼩型⾞ ⼤型⾞ 台数 備考 

さんりく 84 台 7 台 約 194 百台 R45 号、三陸道 
たろう 64 台 12 台 約 53 百台 R45 号 
区界⾼原 73 台 10 台 約 53 百台 R106 号 
やまびこ館 135 台 5 台 約 53 百台 R106 号 
遠野⾵の丘 164 台 14 台 約 136 百台 R283 号 
久慈（計画中） 120 台 31 台 約 144 百台 R45 号、R395 号 
⾼⽥松原（R1.9〜） 140 台 33 台 約 176 百台 R45 号、R340 号 
（仮）新⼭⽥ 104 台 28 台 約 144 百台 R45 号、三陸道 

 

 

 

なお、各種駐車ますの大きさに関しては、各種基準を参考に以下のとおり設定します。 

 

図表 2-33 各駐⾞ますの⼤きさ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１：遠野風の丘は拡張前の台数 

※交通量出典：道路交通センサス、国土交通省三陸国道事務所 

 

※駐⾞ますサイズの根拠については、ますサイズが⼤きい⽅の基準を使⽤する。

道路構造令の開設と運⽤（H27.6)

都市公園の移動円滑化
整備ガイドライン（H24.3)

道路構造令の開設と運⽤（H27.6)

休憩施設設計要領（H17.10)記載の⼨法に余裕
幅として0.2mを加味。

3.5×6.0

3.3×13.0

⼆輪⾞専⽤駐⾞場

2.7（2.5+0.2）×5.0

5.0×2.7

⾞種

⼤型⾞

障害者⽤駐⾞場

EV⾞専⽤
駐⾞場

⼩型⾞

婦⼈⽤駐⾞場

3.5×6.0

幅×奥⾏
（1台あたり）

（ｍ）

特殊⼤型⾞
（セミトレーラー⾞） 3.5×17.0

⼩型⾞と同様

3.0×6.0（急速充電器後⽅置き）
4.0×5.0（急速充電器横向置き）

サイズの根拠

駐⾞ますサイズ

電気⾃動⾞⽤急速充電器の設置・運⽤
に関する⼿引書（H26.3)

⾝障者⽤駐⾞場と同サイズに設定
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（１）24 時間トイレ（250 ㎡） 

 トイレ設置数の算定式 

車種別駐車台数より、「東日本高速道路株式会社 設計要領（第六集建築施設編）（H30 年７月）」

に従い、下図のフローでトイレ規模の算出を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 2-34 トイレの規模算出のフローチャート 

 

出典︓東⽇本⾼速道路株式会社 設計要領（第六集建築施設編）（H30 年７⽉） 
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また、道の駅全体として必要なトイレ設置数は、以下の係数を用いて算定します。 

 
図表 2-35 必要駐⾞ます数        図表 2-36 トイレ規模算出の係数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典︓東⽇本⾼速道路株式会社 設計要領（第六集建築施設編）（H30 年７⽉） 

 
                                             図表 2-37 SA・PA 平均駐⾞時間 

 

 

 

 

 

出典︓東⽇本⾼速道路株式会社 設計要領（第六集建築施設編）（H30 年７⽉） 

 

 

合計

SA値

132
28

104

事業主体 ―

道の駅全体

143

3

2
3

3

⾞種

⼩計

（台）

⼤型⾞
⼩型⾞

⼆輪⾞専⽤

EV⾞専⽤

婦⼈⽤

障害者⽤
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 算定結果 

「東日本高速道路株式会社 設計要領（第六集建築施設編）（H30 年 7 月）」より、便器の設置

数を以下のとおり算定しました。また、道の駅施設全体として必要なトイレ設置数は、駐車ます

132 台を基準に、算定した器数を基本とします。 

これらの条件から、24 時間トイレとしての必要面積は 242.10 ㎡を切り上げて 250 ㎡としま

す。 
図表 2-38 全体必要駐⾞マス数の整備分担（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図表 2-39 既存道の駅「やまだ」トイレ器数 
  備考 

男⼦トイレ 
男性・⼩便器 8 ⼿すり付き︓２器 
男性・⼤便器 ３ 親⼦対応︓１器 

⼥⼦トイレ 
⼥性・⼤便器 ４ 

親⼦対応︓１器 
おむつ交換台付き︓１器 

オムツ交換台 １ ― 
その他 

（多⽬的トイレ） 
洋式 1 ― 
オストメイト 1 ― 

 

 

備考

※和式分は洋式に換算

※和式分は洋式に換算

Vm2（和）

オストメイト

⼥⼦トイレ

男性・⼤型ブース
男性・⼤便器（和式）
男性・⼤便器（洋式）

男性・⼩便器

内訳

⼥性・洗⾯器

Vm2（洋）
Vm1 10

5

1
1
0

算定結果

必要⾯積（m2）

オストメイト
⼥性・⼤型ブース

⼥性・⼤便器（和式）
⼥性・⼤便器（洋式）

男性・洗⾯器

Vh
Vp
VSf

パウダーコーナー
多機能トイレ

Vf（洋）
Vf（和）

Vo
VLf

男⼦トイレ

VSm
Vo

VLm

242.10

1
5
4
1
1
0

18
4

その他
⼦どもトイレ Vc 1
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（２）授乳室︓２〜３⼈の着座を想定（20 ㎡） 

授乳室等２～３人の利用を想定し、20㎡程度を確保します。 

男性もオムツ替えをし易いように、授乳室（女性専用）との動線を分けることに留意します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 2-40 様々な機能をもつ授乳室の例 
出典︓⾚ちゃん連れにやさしい空間づくりガイドブック（福島県保健所福祉児童家庭課） 
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（３）道路情報施設・観光情報施設︓24h 道路情報を把握できる休憩所（170 ㎡） 

道路利用者のための 24 時間利用可能な休憩施設として、道路交通情報の発信などを行うスペース

を設置します。 

「東日本高速道路株式会社 休憩施設設計要領（H30 年 7 月）」より、休憩所の標準規模を参考に休

憩施設の標準的な面積を 170 ㎡（40席相当）とします。 

なお、道路交通情報を示すモニター画面の設置を想定しており、入口と 24h トイレを結ぶ動線上に

モニター設置を想定します。 

 
図表 2-42 休憩施設の規模指標  

 

 

 

 

 
出典：「設計要領第六集 建築施設編（H30.7）/ 

東日本高速道路株式会社」第 1編 P26 

 
図表 2-41 道路情報モニターの設置のイメージ（道の駅「猪苗代」） 

 

（４）飲⾷施設︓多様なニーズに柔軟に対応できるレストランスペース（300 ㎡） 

「東日本高速道路株式会社設計要領（Ｈ30 年 7 月）」より、駐車マス数（小型車 121 台・バス 3 台・

大型車 25台）からレストランの面積を算定します。 

算定の結果、飲食スペースとしての必要面積は、食堂は 100 席程度分の 200 ㎡、厨房は 100 ㎡の計

300 ㎡を確保します。 

 

図表 2-44 飲⾷施設（レストラン等）必要規模算定 

 

 

 

 

 

 

 

 
図表 2-43 飲⾷施設の規模算定のフローチャート 

出典︓東⽇本⾼速道路株式会社設計要領 第六集（Ｈ30 年 7 ⽉） 
 

  

140
170
210
210250

300
60
80 250

駐⾞ます数（台） 席数 標準的な⾯積（m2）

150
200

30
40
60

100台以下

項目 備考 項目 係数

小型 115 台 身障者含む 小型 0.3 ％

ﾊﾞｽ 3 台 観光用 ﾊﾞｽ 0.1 ％

ﾄﾗｯｸ 25 台 業務用 ﾄﾗｯｸ 0.3 ％

小型 2.4 回/h 食堂利用人数 221 人 u×N

ﾊﾞｽ 3.0 回/h 食堂回転率 2.0 人/ｈ ※NEXCO基準

ﾄﾗｯｸ 2.0 回/h 座席 111 席 NL/C

小型 276 台 １人当り面積 1.6 ㎡/人 ※NEXCO基準

ﾊﾞｽ 9 台 177.60 ㎡ M×V

ﾄﾗｯｸ 50 台 200.00 ㎡ ※切上

小型 2.2 人 厨房面積 100.00 ㎡ ＬＳ×0.5

ﾊﾞｽ 24.0 人 飲食施設必要面積 300.0 ㎡

ﾄﾗｯｸ 1.1 人

小型 607.2 人

ﾊﾞｽ 216.0 人

ﾄﾗｯｸ 55.0 人

※NEXCO基準

Pa×W

食堂総面積 LS

立寄人数 N

車種別乗車人員 W

車種別駐車台数 Pa

Ｍ

ＬＳ'※NEXCO基準

駐車ます数 P 食堂利用率 ｕ

数値

駐車回転率 ｒ

ＮＬ

Ｃ

Ｖ

数値

A

P×ｒ

※NEXCO基準

記号 記号
駐車ます数 ：Ｐ

車種構成比 Ｓ

駐車回転率 ｒ

車種別駐車台数 ：Ｐａ＝Ｐ・Ｓ・ｒ

立寄人数 ：Ｎ＝Ｐａ・Ｗ

レストラン利用人数 ：ＮＬ＝ｕＮ（人/h）

座席 ：Ｖ＝ＮＬ／Ｃ

食堂面積 ：ＬＳ＝Ｍ・Ｖ

Ｍ1人当り面積

Ｗ平均乗車人員

u食堂利用率

Ｃ食堂回転率
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（５）テナントスペース︓1 店舗 20 ㎡×2 店舗を想定（40 ㎡） 

テナントの利用形態は、食堂機能をフードコートに依存することとし、テナント内は厨房機能を中

心とすることとします。 

フードコート方式のテナント面積は、周辺事例を参照し、１店舗 20㎡（厨房のみ）を想定します。

また、テナント数については、2 店舗を想定し、計 20㎡×2店舗＝40 ㎡を確保します。 

 
図表 2-45 テナントの規模 

 

 

 

 

 

 

 

（参考：各道の駅 出店者募集要項） 

（６）産地直売施設︓道の駅「やまだ」の産直施設＋αの規模を想定（450 ㎡） 

既存の道の駅「やまだ」の産地直売施設の規模は約 350 ㎡あります。 

道の駅「やまだ」に品卸をしている既存の事業者に加え、新規事業者の参入が予想されるため、新

たな道の駅の産地直売施設の面積は、現状より 100 ㎡広い 450 ㎡を確保します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図表 2-46 道の駅「やまだ」 産地直売施設 
 

 

  

道の駅なないろ 北海道七飯町 H30.3 986 44.4 2.0 22.2
①23.69㎡＋②20.68㎡（②は２つに分けて利用
可能）

道の駅（仮称）上士幌 北海道上士幌市 H32.4（予定） 1,500 48.0 4.0 12.0 12㎡×4店舗

道の駅かくだ（仮称） 宮城県角田市 H31.3 1,166 60.0 3.0 20.0 20㎡×3店舗

道の駅笠間 茨城県笠間市 R3.秋（予定） 3,159 78.0 3.0 26.0 レストラン44.5㎡＋フードコート26㎡×3店舗

平均 20.0

備考
延床面積

（㎡）
開業年名称 所在地

テナント面積
（㎡）

一店舗あたり
面積（㎡）

店舗数

約 350 ㎡ 
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（７）バックヤード︓産地直売施設の 4 割程度を想定（180 ㎡） 

バックヤードの面積は、産地直売施設（450 ㎡）の 4 割程度の面積である 180 ㎡を確保します。ま

た、品卸や発送作業が容易に行えるよう、大型車の乗り入れが可能な間口を確保します。 

（８）加⼯施設（30 ㎡） 

様々な食品加工を行う衛生管理された加工施設は、約 30 ㎡と想定します。なお、今後、運営事業者

と協議調整し、製造する品物の種類・方向性が見えてきた段階で再検討とします。 

（９）事務室︓従業員 3 名を想定（30 ㎡） 

既存の道の駅「やまだ」の事務室の面積は、従業員用の座席３席に対して、約 25 ㎡あります。 

新たな道の駅でも同様に、従業員３名が同時に事務室を利用できるよう、約 30㎡を確保します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図表 2-47 道の駅「やまだ」 事務室 

  

約 25 ㎡ 
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（１０）体験・集会施設︓被災前の地区集会施設と同規模の⾯積を想定（140 ㎡） 

「この土地ならでは」の、オリジナル体験が可能な機能に加え、地域の集まり等で利用可能な集会

所機能を持った体験・集会施設の整備を行います。地区周辺で被災前に利用されていた集会所のホー

ル及び和室と同規模の面積を確保します。また、ものづくりの体験教室や様々なイベントでの活用も

想定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図表 2-48 被災前の地区集会施設 ホール及び和室 

（１１）導⼊施設の規模算定まとめ︓(1,610 ㎡） 

（1）～（10）を踏まえ、導入施設の規模を以下のとおりとなります。 

 
図表 2-49 施設フレーム案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

約 140 ㎡ 

備考１ 備考２

250 ㎡ ※別途計算式より、切り上げ

20 ㎡ ※想定、授乳室など

170 ㎡
※東日本高速道路株式会社
　 休憩施設設計要領より

食事面積 200 ㎡ ※NEXCO基準より駐車台数から算定

厨房面積 100 ㎡ ※食事面積の５割程度

40 ㎡ ※想定

450 ㎡ ※道の駅「やまだ」を基に算定

180 ㎡ ※産直施設の4割程度

30 ㎡ ※想定

30 ㎡ ※道の駅「やまだ」を基に算定

140 ㎡ ※被災前の地区集会施設と同規模

1,610 ㎡

※①～②　計440㎡
※一体型整備により道路管
理者と協働整備を想定

　子育て関連施設

②道路情報施設・観光情報施設

機能 面積

休憩機能

①24時間トイレ

延床面積　計

地域振興
施設

⑤産直施設
※③～⑨　計1170㎡

③飲食施設
（BBQ・下処理・フードコー
ト）

⑥バックヤード

⑦食品加工施設

⑧事務室

④テナント施設

⑨体験施設・集会施設
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（１）駐⾞場・外構施設の配置計画 

［前提条件］ 

 駐車場台数は、小型車 104 台、大型車 28 台、身障者３台、婦人用３台、二輪車用２台、

EV 車用３台の計 143 台とします。 

 建物の延床面積は、導入機能暫定結果を踏まえ 1,610 ㎡とします。平屋建てを基本とし

ます。 

 敷地について、前山田病院跡地（約 1.0ha）内に必要な駐車台数分を収めることが困難で

あることから、敷地の拡大を想定した、約 1.4ha とします。必要な諸施設が納まるよう

レイアウトし、拡張範囲を決定します。なお、当計画地は土地区画整理事業用地内にあ

ることから、区画道路の幅員変更といった改変は行わないこととします。 

 メインとなる主動線は町道細浦・柳沢線からの出入りとします。 

 比較案の評価ポイントを以下のとおりとします。 

① 安全性 →大型車と小型車・歩行者の動線錯綜を可能な限り少なくする。 

② 利便性 →小型駐車場の端から施設メイン入口までのアプローチ延長を可能な限 

り短くする。 

③ 静音性 →住宅地内であるため、特に大型車駐車マスと周辺住居との距離関係を 

可能な限り長くする。 

④ 視認性 →ドライバーのアプローチを容易にする、分かりやすい駐車ますのレイ 

アウトとする。 

⑤ 経済性 →建築面積を可能な限り大きくすることを目指す。 

（２階を整備するとなると事業費は大幅増に繋がる） 

 

以上の前提条件をもとに、施設計画の検討ポイントや施設配置のイメージを次頁に示します。 
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裏 口  

出 入 口 

出 入 口 

【外構・イベン ト広場】  

キッチンカーの出店や、イベント開催

時に利用可能な広さを確保 

【小型車・大型 車駐車場 】 

小 型 車 と 大 型 車 の 駐 車 ス ペ ー ス を 分 離 す る こ

とにより、駐車場内の安全性を確保 

敷地周辺に立地する住居への影響を考慮し、遮

光性、遮音性の観点から植栽帯を設置 

区 画 道 路 東 側 の 駐 車 ス ペ ー ス で は 、 将 来 的 な

EV 車の需要増への対応も想定 

【建物】  

建築面積は約 1,610 ㎡（平屋建てを想定） 

三 陸 道 ラ ン プ や メ イ ン 出 入 口 か ら の 視 認 性 を

考慮し、赤線部分が建物の「顔（ファサード）」

となることを想定 

【緑地・広場】  

観 光 客 や 地 域 の 方 々 が 憩 え る ポ ケ ッ ト

パークとしての利用を想定 

【事業区域】  

計画地は、現在施工中の区画整理事業区域

内にあり、区画道路や敷地西側の用水路な

ど 施 設 構 造 物 の 改 変 は 事 業 完 了 ま で 困 難

であることから、宅地内を対象に計画 

必 要 規 模 の 駐 車 ま す や 建 物 を レ イ ア ウ ト

するにあたり、前山田病院跡地（約 1.0ha）

のみでは収まらないため、最低限の範囲で

用地取得を行う計画を検討 

事業区域は約 1.4ha（区画道路含む）とし、

駐車スペース、建物、イベント広場、緑地

等の整備を検討 

【メイン出入口 へのアプ ローチ道路の拡 張】  

敷地出入口の安全性や視認性を考慮し、道路

拡幅や右折レーン設置などを将来的に検討 

【バス停】  

地 域 の 方 々 の た め の 公 共 交 通 ロ ー タ

リ ー と し て の 活 用 と 共 に 、 観 光 客 の

た め の シ ャ ト ル バ ス 発 着 点 と し て の

活用を想定 

【バックヤード 】  

大 型 車 が 直 接 倉 庫 へ 乗 り 入 れ る こ と

が 可 能 な 規 模 の バ ッ ク ヤ ー ド ス ペ ー

スを確保 

出 入 口 

メ イ ン 

出 入 口 

（ 注 ） 敷 地 範 囲 に は 一 部 私 有 地 が 含 ま れ て お り 、 今 後 用 地 取 得 が 必 要 と な り ま す 。  

図表 2-50 配置計画図 

［施設の配置イメージ］ 
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（２）施設内レイアウトの考え⽅ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 2-51 敷地ゾーニング図   

東
側 

西
側 

北側 

南側 

＜レイアウト全体について＞ 

 三陸道側から施設内の賑わいが見えるように、東側に BBQ コーナー、産直施設、道
路観光情報施設を配置します。東面で日陰になりやすいことを逆手にとって、中の
様子が見えるような大きい窓と、照明の配置などを検討します。 

 外構についても東側にイベント広場を設け、三陸道から賑わいを見渡せる配置とし
ます。 

 施設のメイン出入口は、小型車駐車場からのお客さんを考慮すると東側が適してい
ると思われますが、周辺の住宅への影響を考慮し、東西軸上に中庭を配置し、そこ
をメイン出入口とします。 

 中庭を介して、北側の飲食スペース、南側の産地直売スペースに、スムーズにアク
セスできる配置とします。 

 南側は、24 時間開放することを考慮して、トイレ・道路情報施設を南側に寄せて、

こちらにも出入口を設けます。動線上の縦軸を形成します。 

 

＜意匠デザインの留意点＞ 

 南側の駐車場メイン出入口からの見た目に対する印象に配慮した立体デザインとなるよ

う工夫を設けます。 
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・ バ ッ ク ヤ ー ド に ト ラ ッ ク が

直 接 乗 り 入 れ 可 能 に す る た

め、大型車用駐車場とバック

ヤードを隣接して配置。 

・事務機能もこの周辺を想定。 

・カキ等をおいしく食べられる、BBQ コーナー。産直で購入した

新鮮なもの、釣った魚などを焼ける。 

・フードコートでは、ガスを使った浜焼き（蒸し焼き）もできる。

体験・加工の様子 もガラ ス越しに見えて、 参加意 欲を掻き立て

る。 

・飲食用のトイレを設置。 

・中庭では、大きい屋根空間で、

雨 天 で も イ ベ ン ト 可 能 。 夏 場

は 、 外 で BBQ す る こ と も 可

能。程よい緑があるイメージ。

・産直は施設の中心。多くの人で

に ぎ わ え る よ う 、 広 々 と し た

空間。 

・ 集 会 機 能 は 、 通 常 は 解 放 を 想

定。ものづくり体験や、産直の

イ ベ ン ト 時 拡 張 ス ペ ー ス と し

て機能。 

・ 地 域 の 集 会 に 対 応 で き る よ う

に 、 パ ー テ ー シ ョ ン な ど で 区

切れるようにしておく。 

・観光案内を行う人を配置し、対

面 式 で 丁 寧 な 対 応 が で き る よ

うにする。コピー機を設置。 

・バス乗り場に近く、行き来が容

易。 

・ 道 路 休 憩 用 に ゆ っ た り 座 れ る

イ ス を 配 置 。 バ ス も 快 適 に 待

つことができる。 

・バス利用者が容易に出入りで

きるよう入口を配置 

南側 

北側 

図表 2-52 施設内レイアウト・ゾーニング図 

東
側 

西
側 
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図表 2-53 道の駅 ⿃瞰イメージパース 
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新たな観光拠点として整備する道の駅の面積規模から概算事業費を算出しました。なお、本事業

費は基本計画段階の概算費用であり、今後、設計を進める中で以下の金額は変動します。 

 

■概算事業費 

 概算工事費は類似事例の事業費より下表の想定工事単価を設定し算出。約 11.0 億円 

 測量、外構設計、建築設計、工事監理費等の調査設計費は概算工事費の 1 割程度として算

出。約 1.1 億円 

※運営事業者の立ち上げに要する費用（専門の招聘など）等は含まず。 

 合計：約 12.1 億円 

 

 
図表 2-54 概算⼯事費の内訳 

施設区分 構造・仕様 面積 
想定工事 

単価 

想定 

事業費 

駐車場・ 

外構施設 

As、インターロッキング、 

緑地広場等 

14,000 ㎡ 15,000 円/㎡ 2.1 億円

建築施設 木造平屋建て 1,610 ㎡ 550,000 円/㎡ 8.9 億円

合計 11.0 億円

※想定工事単価は、近隣市町村の事業費単価を参考に切り上げして設定 

※土地取得費、什器備品等の購入費用は含んでいません 
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（１）整備主体 

道の駅の整備手法としては、道路管理者と自治体が協力して整備を行う「一体型整備」と、自治体

が単独で整備を行う「単独型整備」があります。全道の駅のうち、約 56％が「一体型整備」、約 44％

が「単独型」の道の駅となっており、現在の道の駅「やまだ」は「単独型」として建設されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 2-55 道の駅の概要 
   出典︓国⼟交通省 HP
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「一体型整備」のメリットは、道路管理者と協力して整備することによる自治体の費用負担軽減、

広域的な道路情報の提供等があります。 

新たな観光拠点は、道の駅としての整備を目指しますが、整備手法としては「一体型整備」を想定

します。整備主体毎の役割分担は、次頁のとおりと想定され、今後協議をしながら設計・整備を進め

ていきます。 

 
図表 2-56 導⼊機能別整備主体（⼀体型を想定した案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

山田町 道路管理者

〇 〇

250 ㎡

20 ㎡

170 ㎡ 〇（観光情報） 〇（道路情報）

食事面積 200 ㎡

厨房面積 100 ㎡

40 ㎡ 〇

450 ㎡ 〇

180 ㎡ 〇

30 ㎡ 〇

30 ㎡ 〇

140 ㎡ 〇

1,610 ㎡

想定される整備主体
面積機能

休憩機能

駐車場

延床面積　計

〇〇

〇

地域振興
施設

③飲食施設
（BBQ・下処理・フードコート）

④テナント施設

⑤産直施設

⑥バックヤード

⑦食品加工施設

⑧事務室

⑨体験施設・集会施設

①24時間トイレ

　子育て関連施設

②道路情報施設・観光情報施設
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（２）事業⼿法 

事業手法については公設+包括運営委託方式（施設は町が建設・所有し、運営を民間に委託する手

法であり、全国的に数多くの事例がある従来どおりの方法）を基本とします。 

山田町から、設計企業へ設計業務発注、建設企業へ工事発注、運営企業へ指定管理委託をそれぞれ

別個に、それぞれのタイミングで発注・対応します。そのため、設計→工事→運営委託の順番に検討

が進むことが一般的ですが、課題として、運営者の意向が設計段階に反映され難いということがあげ

られます。そのため、魅力ある道の駅を形成するためには、施設設計段階から運営事業者の意見を反

映させることが主要で、基本設計段階には指定管理候補者を擁立することを目指すことが必要となり

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図表 2-57 事業スキームのイメージ （公設+包括運営委託⽅式） 

 

  

町
が
施
設
を
所
有 

山田町 

建設企業 維持管理企業運営企業 

委託契約 

設計企業 

・業務発注 

（基本設計） 

（詳細設計） 

（工事監理） 

・協定 

指定管理契約 

施設整備 運営・維持管理

新たな観光拠点（道の駅） 

・工事発注 

（建築施設） 

（土木施設） 
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図表 2-58 管理運営⼿法（事業⼿法）の⽐較 

事業⼿法 概要 
資⾦ 
調達 

設計 
建設 

維持
管理・
運営 

（１）公設公営⽅式 

・資金調達、設計・建設、維持管理・運営をす

べて公共が行う。 

・三セクによる運営の場合は、この方式とな

る。 

公 公 公 

（２）公設+包括運
営委託⽅式 

（※従来⽅式） 

・公共が設計・建設を行い、指定管理者制度

により維持管理・運営を包括的に民間に委

ねる。 

・現状、この方式が主流。比較的スムーズに

運営者が決まれば最短で開業可能。 

・ただし、公共による設計が終わり、建設開

始と並行して運営者が決まるため、運営者

が使い難い、応用し難い施設構成となると

いう課題がある。 

公 公 ⺠ 

（３）DBO ⽅式 
Design⇒Build⇒

Operate 

・公共が資金調達を行い、民間に設計・建設、

維持管理・運営を一体的に委ねる。 

・近年散見される方式（※道の駅「京丹波味

夢の郷」） 

・PFI 法に準じて運用されるケースが多い。

・民間による設計であるため、事業計画に則

った施設運用が可能。ただし、民間事業者

参画の可能性を調査する必要があるため、

（２）よりも開業までに時間を要する。 

※民間事業者コンソーシアムを立ち上げ、地

元企業連合とすることも可能 

公 ⺠ ⺠ 

（４）PFI ⽅式 
Public 

Finance 
Initiative 

・民間に全て（資金調達、設計、建設、維持管

理・運営）を委ねる。 

・民間事業者が銀行から融資を受けて整備。

公共が年割でサービスを購入する。そのた

め、最終的にイニシャル相当を公共が負担。

・規模が大きく、複合的で、採算性が見込め

る事業であれば採用される方式。（※道の駅

「つどいの郷むつざわ」など） 

⺠ ⺠ ⺠ 
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（３）活⽤が想定される補助メニュー（⼀部） 

道の駅の整備に活用が可能と考えられる支援制度は以下のようなものがあります。今後、補助事業

の要件等を確認し、適切な支援メニューの活用を検討していきます。 

 
図表 2-59 補助メニュー（１/２） 

省庁 ⽀援制度の 
名称 概要 補助率 

内閣府 地方創生推進交付金 

地域経済の活性化という喫緊の課題に対応するた

め、地域の観光振興や住民所得の向上等の基盤とな

る先導的な施設整備等を支援するもの。 

１/２ 

内閣府・ 

厚生労働省 

地域子育て支援拠点事

業 

児童福祉法に基づき、市町村が実施する「地域子育て

支援拠点事業（乳幼児及びその保護者が相互の交流

を行う場所を開設し、子育てについての 相談、情報

の提供、助言その他の援助を行う事業）」について、

支援するもの。 

10/10 相当 

（上限あり） 

総務省 

地域経済循環創造事業

交付金 

産学金官の連携により、地域の資源と資金を活用し

て、雇用吸収力の大きい地域密着型事業の立ち上げ

を支援するもの。 

原則 1/2 

上限原則 2,500 

万円 

公衆無線ＬＡＮ環境整

備支援事業 

無線ＬＡＮによる無線通信を利用することが困難な

状態の解消を図るため、特定の施設において、無線通

信用施設及び設備並びに当該無線通信用施設及び設

備の開設に必要な伝送用専用線を整備する事業を支

援するもの。 

1/2 

過疎地域遊休施設再整

備事業 

過疎地域の廃校舎や使用されていない家屋等の遊休

施設を有効活用し、地域振興や都市住民等との地域

間交流を促進するため、生産工施設、資料展示施設、

教育文化施設、地域芸能・文化体験施設等の整備に要

する経費に対して補助を行うもの。 

1/3 

 

環境省 

二酸化炭素排出抑制対

策事業費等補助金 

（設備の高効率化改修

支援事業） 

CO2 排出削減に向けて、機器全体の更新が困難な事

業者に対して、エネルギー効率改善に寄与する部品・

部材の交換・追加による設備の効率改善を支援する

もの。 

1/2 

二酸化炭素排出抑制対

策事業費等補助金 

（地域の防災・減災と

低炭素化を同時実現す

る自立・分散型エネル

ギー設備等導入推進事

業） 

地域防災計画又は地方公共団体との協定により、災

害時に避難施設等として位置づけられた公共施設又

は民間施設に、平時の温室効果ガス排出抑制に加え、

災害時にもエネルギー供給等の機能発揮が可能とな

り、災害時の事業継続性の向上に寄与する再生可能

エネルギー設備等の導入を支援するもの。 

1/2 
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図表 2-60 補助メニュー（２/２） 

省庁 ⽀援制度の 
名称 概要 補助率 

農林水産省 

農山漁村振興交付金

（農山漁村活性化整

備対策） 

地域の創意工夫による活動の計画づくりから農業者

等を含む地域住民の就業の場の確保、農山漁村にお

ける所得の向上や雇用の増大に結び付ける取組まで

を総合的に支援するもの。 

1/2 

食料産業・６次産業

化交付金（加工・直

売） 

農山漁村の所得や雇用の増大を図るため、多様な事

業者がネットワークを構築して取り組む加工・直売

の取組み及び地域ぐるみの６次産業化の取組を支援

するもの。 

3/10 

上限１億円 

経済産業省 

電気自動車・プラグ

インハイブリッド自

動車の充電インフラ

整備事業費補助金 

電気自動車及びプラグインハイブリッド自動車の普

及に不可欠な充電インフラの整備を図るため、充電

設備を設置する者に対して、充電設備費及び設置工

事費の一部を補助もの。 

道の駅は、国土交通省の道の駅に登録されているも

のを要件として、充電設備の機器購入費・工事費が支

援の対象となる。 

10/10 

国土交通省 

官民連携基盤整備推

進調査費 

官民が連携して策定する地域戦略に資する事業につ

いて、基盤整備の構想段階から事業実施段階への円

滑かつ速やかな移行を支援するもの。 

1/2 

社会資本整備総合交

付金 

（社会資本整備総合

交付金事業） 

地方公共団体等が行う社会資本の整備その他の取組

を支援することにより、交通の安全の確保とその円

滑化、経済基盤の強化、生活環境の保全、都市環境の

改善及び国土の保全と開発並びに住生活の安定の確

保及び向上を図ることを目的とするもの。 

概ね４割 

地域公共交通確保維

持改善事業 

生活交通の存続が危機に瀕している地域等におい

て、地域の特性・実情に最適な移動手段が提供され、

また、バリアフリー化やより制約の少ないシ ステム

の導入等移動に当たっての様々な障害の解消等がさ

れるよう、地域公共交通の確保・維持・改善を支援す

ることを目的とするもの。 

1/2 

観光庁 

広域周遊観光促進の

ための観光地域支援

事業 

訪日外国人旅行者等の各地域への周遊を促進するた

め、DMO（※）が中心となって行う、地域の関係者

が連携して観光客の来訪・滞在促進を図る取組を支

援するもの。 

※ DMO（観光地域づくりの舵取り役）：Destination 

Management/Marketing Organization 

① 定 額 ： 上 限

2,000 万円 

②1/2 

訪日外国人旅行者受

入環境整備緊急対策

事業（地方での消費

拡大に向けたインバ

ウ ン ド 対 応 支 援 事

業） 

訪日外国人旅行者の受入環境整備を行うための緊急

対策を促進することを目的として、訪日外国人旅行

者が利用しやすい観光地の公衆トイレ整備等に要す

る経費の一部を補助するもの。 

 

1/3 

②のみ 1/2 
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（１）運営スキームのイメージ案 

運営スキームのイメージを以下に整理します。設置者となる山田町は、運営者へ施設の貸し出し・

指定管理を委託します。指定管理の対象となるのは、「利益を生む床」と「利益を生まない床」の２種

類あり、「利益を生む床」については事業活動を行う場として施設の貸し出しを行います。施設管理料

については、無償・もしくは経常利益からの一定料率徴収などを検討します。「利益を生まない床」に

ついては、公共性の高い機能として、施設の維持管理に要する費用の補填などを検討します。 

また、それぞれの機能を上手に活用していくには、各機能の特質に合わせた人物を見つけ配置（適

材適所）する発想が重要となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

利益を生まない床利益を生む床 

指定管理委託 
※指定管理料あり 

施設の貸し出し（直営 or 一部床貸し ※運営者の裁量による） 

 ※指定管理料なし 

⑤ 産地直売施設 

② 休憩施設 

観光案内施設

① 24 時間トイレ 

④ テナント施設 

③ 飲食施設 

⑦ 加工施設 

⑥ バックヤード 

⑧ 事務室 

⑩ 集会施設 

⑪ 外構・緑地広場 

⑫ 駐車場 

⑨ 体験室 

貸し出し・指定管理委託 

設置者：山田町 

運 営 者 

飲食サービスの事業運

営に長けた人 

イベントの企画、情報

発信に長けた人 

販売・流通チャネルの

開拓に長けた人 

商品の開発、商品デザ

インに長けた人 

チャレンジ精神のある

若い人、町の元気な人 

生産者等地元との信頼

が厚く、豊富な商品仕

入れが実現できる人 

求められる事業者像

図表 2-61 運営スキームのイメージ 
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（２）運営⺟体の⽴ち上げイメージ案 

前述のとおり、将来的な使い勝手を良くするため施設の設計段階で運営事業者の目星を立てておく

ことと、各施設機能を最大限有効に活用するため、様々なタレント・人物の起用を柔軟に図ることが

重要となります。 

そのため、新たな観光拠点となる道の駅の運営を担うことを想定した組織として、（仮称）発起人会

の立ち上げを目指します。当発起人会は、本基本計画検討のために検討専門部会に参加した町内の

方々を中心に、町の中から有志を募ることが望ましいと考えます。町民を中心に組成することで、地

域に根ざした道の駅の運営を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図表 2-62 運営組織⺟体の形成フローイメージ 

 

 

 

 

 

 

特産品販売協同組合 

漁協 

農協 

地域おこし協力隊 

山田町観光協会 

商工会 

検討専門部会の 
参加者を中心に組成 

R2 年度 R３～４年度

（仮称）発起人会 

・事業計画 

・規約整理 

・施設計画への要望整理 

運 営 者 

  

・運営準備 

・資本準備 

・開業準備 

運営支援
指定管理委託
（随意契約）etc. 

山田町
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山田町には、単独型の道の駅として 1999 年 8 月に登録（第 15 回）された道の駅「やまだ」があり

ます。新たな観光拠点については、この道の駅「やまだ」の位置づけによって指定要件が変わる可能

性があります。以下の２パターンに応じた指定要件の考え方を整理します。 

 

① 現道の駅「やまだ」を道の駅として存続する場合 

・新たな観光拠点を道の駅とする場合は、新規登録となります。 

・新規登録の場合、道路休憩施設としての必要性（周辺に道路休憩施設が無く、交通事故発生を抑

制するために休憩施設が必要であるなど）、防災拠点としての重要性、地域振興施設の必要性を

考慮のうえ、道路管理者（三陸国道事務所）を通して東北地方整備局に新規道の駅設置を要望す

ることになります。 

・新しく道の駅を設置したことで、現道の駅の経営・運営にどのような影響を与えることになるの

かといった検証が求められる可能性があり、この協議に想定外の時間を要することが懸念されま

す。特に、同じようなコンテンツが競争するような事態は避けられるべきです。 

※ひとつの道の駅として２か所に分散することについては、本来の道の駅の意図（道路利用者のた

めの休憩施設）を鑑みたときに、道路利用者の混乱を招く危険性が想定されるため、実現は難し

いと考えられます。 

 

 

② 現道の駅「山田」の場所変更とする場合 

・新たな観光拠点を道の駅とする場合、リニューアルという扱いになり、新規登録は不要となりま

す。そのため、整備事業に関する協議に要する時間は、新規登録する場合と比べて大幅な短縮が

可能です。 

・一方で、現道の駅は、船越地域の方々にとって重要な商業施設であるとともに、東日本大震災の

津波被害を免れた、防災上安全性の高い場所に立地しています。このことを踏まえ、例えば、道

の駅のサテライトスペースとして地域コミュニティ機能を重視した「まちの駅」「うみの駅」「地

域拠点」としての再構築を併せて検討する必要があります。 

 

⇒山田町では、上記それぞれのメリットや課題を踏まえ、整備方針について現道の駅運営事業

者のご意向を踏まえながら、継続して検討をしていきます。 
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（１）事業スケジュール 

令和２年度に測量、基本設計を完了させ施設の根幹となる計画を策定します。この作業と並行して、

新道の駅の運営者となるべき組織を結成するための発起人会を立ち上げ、検討を進めていきます。 

令和３年度途中には、施設の実施設計を終え建設工事に着手します。令和４年春頃には建設工事を

完了し、夏頃のオープンを目指し進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図表 2-63 概略事業スケジュール 

 

 

  

令和４年度 令和３年度 令和 2 年度 令和元年度 

前県⽴⼭⽥病院解体 三陸沿岸道路全線開通 

建設⼯事 実施設計 

指定管理者の決定 
開業に向けた準備 

測量、基本設計 基本構想・基本計画策定 

OPEN

発起⼈会の⽴ち上げ 
指定管理候補者の検討 

追加⽤地協議・取得等⼿続き 
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（２）今後の課題 

今後、事業化に向けて、更に検討を深めるべき課題を以下に整理します。 

 

① 発起人会への参加者の募集、立ち上げ等支援 

・基本計画として、専門部会での意見交換を踏まえながら新たな観光拠点（道の駅）のコンセプ

トや必要な機能などについて話し合ってきました。しかし、まだ運営事業者がいない、主体性

が無い中での多様多種な意見を取り入れた計画となっています。そのため、次のステップとし

ては、実際運営に携わる組織の候補者となる組織を早期に立ち上げ、事業計画を構想すること

が重要となり、そのために部会委員を中心としたコミュニティの形成、視察旅行や研修の実施

など、町民の積極的な関わりを継続して持つ必要があります。 

・また、並行して、建物の基本設計が進むため、基本設計段階で施設に求める事項を設計に取り

入れておくことが望ましいと考えられます。その理由は、実施（詳細）設計段階での方針転換

は、後工程に非常に大きい影響を与える可能性があるためです。できたときに、使い勝手が悪

い建物とならないように、適切なタイミングで設計サイドに意見と伝えることが重要となりま

す。 

 

② 運営母体の機能強化 

・新しい観光拠点として整備する道の駅は、規模・機能は拡大し、来訪者の期待値も高いものと

なります。特に来訪者については、昨今の道の駅ブームの拡大に伴い目が肥えており、また、

WEB を通した口コミで様々な視点の評価がすぐに拡がる傾向にあります。そのため、消費者側

のニーズやトレンドを理解した運営が求められています。 

・全国的に良い評価となっている道の駅への視察や、道の駅運営の立役者となっている有識者等

へのヒアリング・意見交換を行うなど、運営母体の機能強化に向けた取組が必要となります。 

 

③ 事業内容の強化・多角化 

・健全な経営体制とするには、積極的な投資活動が必要となります。しかし、古い体質が残る多

くの道の駅では、公設の薄利多売ビジネスから最低限の人件費を捻出することが精一杯で、広

告宣伝活動や商品開発活動に資金を割けられていないという実態があります。これにより、売

上高の低迷、従業員のモチベーション低下など、負のスパイラルに陥ってしまう傾向がみられ

ます。 

・そのため、比較的原価率も低く利用者の目的となりやすい飲食メニューを充実させることや、

道の駅オリジナル商品の開発・販売など、多角化に乗り出していくことが重要となります。 
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④ ALL 山田町での取組及び町内全体へ誘導するための仕掛けづくり 

・新たな観光拠点をきっかけに、町の中に人の流れが入り込んでくるように様々な仕掛けを ALL

山田町で考え、取り組み、実践していきます。その中心的役割を担う発起人会の立ち上げを支

援していきます。 

 

⑤ 廃校となる山田北小学校の利活用計画との連携 

・北小学校や、防潮堤周辺の広場施設など、新たな観光拠点以外の拠点機能について方向性・計

画をまとめ、R４年度に向けて整備していく必要があります。 

・また、新たな観光拠点から近い山田湾海岸部に整備される防潮堤及び関連緑地など、新たな都

市施設を観光資源として有効に活用できるよう、官民が連携して積極的に関わっていくことが

求められます。 

 

⑥ 船越地区の現道の駅施設の在り方に関する検討、合意の形成 

・基本構想の整備方針において示したとおり、既存の道の駅「やまだ」、観光物産館「とっと」は

機能移転・集約を目指し、現道の駅を前県立山田病院跡地に「移転リニューアル」する形で整

備を進めます。 

・一方で、現道の駅は、船越地域の方々にとって重要な商業施設であるとともに、東日本大震災

で被害を受けず、防災上安全性の高い場所に立地しています。このことを踏まえ、例えば、「ま

ちの駅」や「うみの駅」とするなど、地域の方々には商業施設や災害時の防災拠点として、来

訪者にはトイレや休憩場所等を提供できる拠点として再構築を図るなど、移転後の在り方につ

いて引き続き関係機関と協議していきます。 
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基本構想・基本計画の策定にあたり、「山田町新たな観光拠点検討委員会」を組織し、下図のよ

うに全５回の検討委員会を開催しました。 

  

第３回 山田町新たな観光拠点検討委員会（令和元年８月６日実施） 

（１）山田町新たな観光拠点基本構想【概要版】について 

（２）山田町新たな観光拠点専門部会の設置及び今後の進め方について

第１回 山田町新たな観光拠点検討委員会（平成 31 年３月 26 日実施） 

（１）委員長の互選 

（２）新たな観光拠点構想に係る推進体制及びスケジュールについて 

（３）山田町新たな観光拠点検討専門部会の設置について 

第２回 山田町新たな観光拠点検討委員会（令和元年６月 21 日実施） 

（１）山田町新たな観光拠点専門部会員について 

（２）山田町新たな観光拠点基本構想（素案）について 

新たな観光拠点構想

に係る推進体制及び

スケジュールについ

て確認

基本構想の策定に向

けて、大きな方向性・

テーマについて議論 

第４回 山田町新たな観光拠点検討委員会（令和元年 11 月６日実施） 

（１）前回委員会で出た意見に対する回答・対応方針について 

（２）これまでの検討経緯及び基本計画たたき台案について 

（３）その他（専門部会、高校生、WEB アンケート） 

基本構想を踏まえ、基

本計画の策定に向け

て、コンセプトや必要

機能について議論 

第５回 山田町新たな観光拠点検討委員会（令和元年 12 月 13 日実施） 

（１）前回委員会で出た意見に対する回答、対応方針について 

（２）基本計画（案）について 

図表 3-1 検討委員会の検討フロー図 
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（１）第１回⼭⽥町新たな観光拠点検討委員会 

 

■実施概要 

日付：平成 31年３月 26日（火） 13:30～ 

場所：山田町役場４階特別応接室 

参加人数：９名  
 

■出席者 

 

 団体等名称 氏名 備考 出欠 

１ 岩手大学農学部 准教授 三宅 諭  ○ 

２ 山田町商工会 会長 阿部 幸栄  ○ 

３ 山田町観光協会 会長 川石 睦  ○ 

４ 山田町特産品販売協同組合 代表理事 豊間根 章一  ○ 

５ 山田漁業協同組合連合会 代表理事会長 生駒 利治  ○ 

６ 山田町農業委員会 会長 佐藤 清悦  ○ 

７ 山田町建設業会 会長 阿部 誠二  ○ 

８ 山田町婦人団体協議会 会長 後藤 夕香里  ○ 

９ 岩手県北自動車株式会社 宮古地区統轄長 佐々木 隆文  ○ 

 

■議事概要 

【議題】委員長の互選 

・本検討委員会は、委員長を三宅諭氏、副委員長を阿部幸栄氏とする。 

【議題】新たな観光拠点構想に係る推進体制及びスケジュールについて 

・本検討委員会で、「新たな観光拠点」の整備内容、整備スケジュールなどを議論する予定としてい

る。 

・前山田病院の解体は、平成 31 年７月に開始し、令和元年 12 月には更地になっている予定で計画

している。 

【議題】山田町新たな観光拠点検討専門部会の設置について 

・専門部会の部会員選定にあたり、新たな観光拠点が「今」のためのものなのか、それとも「10 年

後」のためのものなのか考慮する必要がある。10 年後を想定して計画するのであれば、学生を選

定することも考えられる。 

 

 

 

図表 3-2 第１回検討委員会の出席者⼀覧 
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（２）第２回⼭⽥町新たな観光拠点検討委員会 

 

■実施概要 

日付：令和元年６月 21日（金） 13:30～ 

場所：山田町役場４階特別応接室 

参加人数：８名  
 

■出席者 

 

 団体等名称 氏名 備考 出欠 

１ 岩手大学農学部 准教授 三宅 諭 委員長 ○ 

２ 山田町商工会 会長 阿部 幸栄 副委員長 ○ 

３ 山田町観光協会 会長 川石 睦  ○ 

４ 山田町特産品販売協同組合 代表理事 豊間根 章一  ○ 

５ 山田漁業協同組合連合会 代表理事会長 生駒 利治  ○ 

６ 山田町農業委員会 会長 佐藤 清悦  ○ 

７ 山田町建設業会 会長 阿部 誠二  ○ 

８ 山田町婦人団体協議会 会長 後藤 夕香里  × 

９ 岩手県北自動車株式会社 宮古地区統轄長 佐々木 隆文  ○ 

 

■議事概要 

【議題】山田町新たな観光拠点専門部会員について 

・部会員について、農協や漁協に所属する部会員については、「推薦者」や「代表者」という形で選

出した方が良い。 

【議題】山田町新たな観光拠点基本構想（素案）について 

・通過されないように、特徴的な商品・サービスを提供し、ここが「目的地」となるような道の駅

を目指すべきである。 

・これからの世代として、地元高校生など若い人の意見も取り入れたい。 

・山田町は夏が短いため、屋外で遊ぶことのできる期間が限定的である。屋外よりも屋内を充実さ

せるべきである。 

・道の駅整備の了解をスムーズに得るためにも、三陸国道事務所の方に委員会に同席してもらいた

い。 

 

  

図表 3-3 第２回検討委員会の出席者⼀覧 
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（３）第３回⼭⽥町新たな観光拠点検討委員会 

 

■実施概要 

日付：令和元年８月６日（火） 13:30～ 

場所：山田町役場４階特別応接室 

参加人数：10名  

 
■出席者 

 

 団体等名称 氏名 備考 出欠 

１ 岩手大学農学部 准教授 三宅 諭 委員長 ○ 

２ 山田町商工会 会長 阿部 幸栄 副委員長 ○ 

３ 山田町観光協会 会長 川石 睦  ○ 

４ 山田町特産品販売協同組合 代表理事 藤原 長一 8/6~ ○ 

５ 山田漁業協同組合連合会 代表理事会長 生駒 利治  ○ 

６ 山田町農業委員会 会長 佐藤 清悦  ○ 

７ 山田町建設業会 会長 阿部 誠二  ○ 

８ 山田町婦人団体協議会 会長 後藤 夕香里  ○ 

９ 岩手県北自動車株式会社 宮古地区統轄長 佐々木 隆文  ○ 

 

■オブザーバー 

 団体等名称 氏名 備考 出欠 

１ 三陸国道事務所交通対策課 課長 沼田 龍治  ○ 

 

■議事概要 

【議題】山田町新たな観光拠点基本構想【概要版】について 

・人が立ち寄る為には綺麗なトイレを設置することが重要な要素となる。 

・山田町単体で完結するのではなく、周辺市町村と連携するなど、山田町内外の周辺地域とのかか

わりを重視すべきである。 

・地元で普段、みんなが食べている日常の食事を、観光客に提供出来たら良い。 

・観光情報は SNS の活用が一般的であるが、全ての情報を SNS 上に出すのではなく、山田町のこの

施設に来て初めてわかる情報を用意しておくことも有効である。 

・前山田病院跡地のみに焦点を絞るのではなく、廃校となる山田北小学校の跡地利用との連携につ

いても考えていくべきである。  

図表 3-4 第３回検討委員会の出席者⼀覧 
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（４）第４回⼭⽥町新たな観光拠点検討委員会 

 

■実施概要 

日付：令和元年 11月６日（水） 13:30～ 

場所：山田町役場４階特別応接室 

参加人数：９名  

 
■出席者 

 

 団体等名称 氏名 備考 出欠 

１ 岩手大学農学部 准教授 三宅 諭 委員長 ○ 

２ 山田町商工会 会長 阿部 幸栄 副委員長 ○ 

３ 山田町観光協会 会長 川石 睦  × 

４ 山田町特産品販売協同組合 代表理事 藤原 長一 8/6~ ○ 

５ 山田漁業協同組合連合会 代表理事会長 生駒 利治  ○ 

６ 山田町農業委員会 会長 佐藤 清悦  ○ 

７ 山田町建設業会 会長 阿部 誠二  ○ 

８ 山田町婦人団体協議会 会長 後藤 夕香里  ○ 

９ 岩手県北自動車株式会社 宮古地区統轄長 佐々木 隆文  ○ 

 

■オブザーバー 

 団体等名称 氏名 備考 出欠 

１ 三陸国道事務所交通対策課 課長 沼田 龍治  ○ 

 

  

図表 3-5 第４回検討委員会の出席者⼀覧 
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■議事概要 

【議題】前回委員会で出た意見に対する回答・対応方針について 

・第３回検討委員会において主な指摘事項として取り上げられた内容について、以下のような回答・

対応方針を委員に提示し、了承を得た。 

 

 第３回検討委員会での主な指摘事項 回答・対応方針 

１ ・当検討委員会の位置付けはどのようになっ

ているか。 

→事務局より提示される構想・計画について地

元目線の意見を頂く場として位置付けてい

る。あくまで、決定するのは町議会となる。 

２ ・現在の道の駅「山田」を存続させつつ、新

道の駅も整備して欲しい。ひとつの自治体

に２つの道の駅を整備することは可能なの

か。 

三陸国道事務所 沼田課長回答 

→道の駅の設置間隔としては、約 10km 以上離

れていることが望ましいと言われている。 

→ひとつの自治体に道の駅が２つあってはなら

ないという決まりはない。ただし、同じ性格

の道の駅を、近い距離の中で２つ維持してい

るという事例はない。２つ持つのであれば、

お客さんの取り合いが起こらないように、性

格の違うものとして、整備する方が好ましい

のではないかと思う。 

３ ・周辺道の駅の駐車場台数について、やまび

こ館の駐車台数なども知りたい。 

→基本計画資料内に反映。やまびこ館、久慈、

高田松原を追加。 

４ ・新道の駅の中に ATM を設置するなどのコ

ンビニ機能を導入してみてはどうか。 

→基本計画内で対応を記述。 

５ ・トイレの「綺麗さ」は道の駅利用において

重要な要素となるため、トイレ整備に力を

入れてはどうか。 

→同様の意見が部会からも得られていることを

踏まえ、基本計画内で対応を記述。 

６ ・新道の駅を整備するにあたり、近隣市町村

との連携を図ることを検討してみてはどう

か。 

→同様の意見が部会からも得られていることを

踏まえ、基本計画内で対応を記述。 

７ ・牡蠣・ホタテ・ホヤなど山田町の特産品

や、郷土料理を提供できる施設が欲しい。 

→同様の意見が部会からも得られていることを

踏まえ、基本計画内で対応を記述。 

８ ・新道の駅の整備するにあたり、「都会的な

綺麗さ」より、山田町の「田舎っぽさ」を

重視してみてはどうか。 

→同様の意見が部会からも得られていることを

踏まえ、基本計画内で対応を記述。 

９ ・鮮魚をそのまま「素材」として売るのでは

なく、捌いて販売するなど、消費者のニー

ズに合わせた販売方法を検討していく必要

がある。 

→同様の意見が部会からも得られていることを

踏まえ、基本計画内で対応を記述。 

図表 3-6 第３回検討委員会での主な指摘事項に対する回答・対応⽅針（1/2） 
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 第３回検討委員会での主な指摘事項 回答・対応方針 

10 ・住民・国内観光客・外国人観光客といった

幅広いターゲットに対し、それぞれが満足

できるような施設の整備が必要ではない

か。 

→同様の意見が部会からも得られていることを

踏まえ、基本計画内で対応を記述。 

11 新道の駅の整備を単独の事業として考えるの

ではなく、山田北小の廃校利用など、町内の

他の施設との相互関係や、波及効果を考慮し

た整備が必要ではないか。 

→その方向で検討を進める。基本計画として

は、新たな観光拠点に的を絞り整理する。 

12 新道の駅を、山田町のリアルタイムな情報を

発信する場として整備してはどうか。 

→SNS 等を利用したリアルタイムの情報発信は

重要な要素として認識している。運営者に求

めていく事項として整理する。 

13 施設から山田湾を眺めることが難しいなら

ば、せめて情報発信に力を入れ、山田湾を一

望できる場所の案内もあると良い。 

→同様の意見が部会からも得られていることを

踏まえ、基本計画内で対応を記述。 

14 管理運営について、既存の組合が担うのか、

あるいは新たな団体を立ち上げるのか検討す

る必要がある。 

→今後の検討になる。基本計画としてまとめら

れた内容を踏まえて運営できる事業体の組成

が望ましい。 

 

【議題】これまでの検討経緯及び基本計画たたき台案について 

・食品加工の機能は廃校となる山田北小学校と分担することも考えられる。 

・計画地から山田湾は望めないが、山田湾や地域の祭り等、町の魅力を発信する為の映像などの仕

掛けが必要である。 

・新たな観光拠点から町中に人が流れるような仕掛けが大事である。新たな観光拠点の整備は、新

たなまちづくりをするという意味で取り組まなければいけない。 

・新たな観光拠点の施設内にバス停の待合室も兼ねた空間を考えてほしい。 

 

 

  

図表 3-7 第３回検討委員会での主な指摘事項に対する回答・対応⽅針（2/2） 
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（５）第５回⼭⽥町新たな観光拠点検討委員会 

 

■実施概要 

日付：令和元年 12月 13 日（金） 9:30～ 

場所：山田町役場４階特別応接室 

参加人数：８名  
 

■出席者 

 

 団体等名称 氏名 備考 出欠 

１ 岩手大学農学部 准教授 三宅 諭 委員長 ○ 

２ 山田町商工会 会長 阿部 幸栄 副委員長 ○ 

３ 山田町観光協会 会長 川石 睦  × 

４ 山田町特産品販売協同組合 代表理事 藤原 長一 8/6~ ○ 

５ 山田漁業協同組合連合会 代表理事会長 生駒 利治  ○ 

６ 山田町農業委員会 会長 佐藤 清悦  × 

７ 山田町建設業会 会長 阿部 誠二  × 

８ 山田町婦人団体協議会 会長 後藤 夕香里  ○ 

９ 岩手県北自動車株式会社 宮古地区統轄長 佐々木 隆文  ○ 

10 山田町観光協会 沼崎 真也 
川石委員

代理 
○ 

 

■オブザーバー 

 団体等名称 氏名 備考 出欠 

１ 三陸国道事務所交通対策課 課長 沼田 龍治  ○ 

 

 

 

  

図表 3-8 第５回検討委員会の出席者⼀覧 
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■議事概要 

【議題】前回委員会で出た意見に対する回答・対応方針について 

・第４回検討委員会において主な指摘事項として取り上げられた内容について、以下のような回答・

対応方針を委員に提示し、了承を得た。 

 
 

 第４回検討委員会での主な指摘事項 回答・対応方針 

１ ・道の駅「やまだ」の従業員は 11人程度だ

が、新施設ではより人員が必要となり、

人員の確保が困難ではないか。 

・従業員数に関して、オープン当初は少人

数とし、必要に応じて増員していっては

どうか。60人程度の団体客への対応はあ

まり考慮しなくても良いのではないか。 

→傾向として、新道の駅のオープン時には相当

の集客が見込まれ、その時点で多くの雇用を

検討することが必要と考えられます。ご指摘

の人員の確保は重要な課題事項として、今

後、運営を担う事業者組成の中で検討をして

いきます。 

２ ・食品加工の機能は、山田北小の廃校跡地

に機能分化してはどうか。 

→山田北小の廃校後の活用方策については現時

点では明確なものはなく、本委員会でのアイ

ディアも踏まえながら今後検討をしていく予

定です。 

→将来的な北小との連携を見越し、道の駅とし

ては、なるべく最小限の規模として機能設置

を行います。 

３ ・展望台を作って、山田湾を眺められるカ

フェや食堂にしてはどうか。 

→展望台の設置については、道の駅として整備

する場合は相当の高さが必要であるため、今

回の計画には盛り込みません。 

・関口川河口部の防潮堤緑地をビュースポ

ットとして整備してはどうか。 

→ビュースポットを形成できるように防潮堤整

備事業者である岩手県と協議を開始していま

す。 

４ ・山田湾の景観や、山田町で行われている

祭りの様子などの映像を大きな画面に投

影することによって、山田町の自然・文

化を道の駅でも楽しめるようにしてはど

うか。 

→情報発信の手法のひとつとして、基本計画に

盛り込みます。 

５ ・鯨と海の科学館の機能を新道の駅に取り

入れ、子どもが楽しめるようにしてはど

うか。子どもがそのコンテンツを楽しん

でいる間、親は自由に買い物を楽しめる

のではないか。 

→町内の機能分化の観点から、鯨と海の科学館

で実施されているコンテンツとの差別化は必

要であると考える。一方、新道の駅において

子どもが夢中になれるコンテンツの整備に関

しては今後検討を進めていきます。 

６ ・松茸の競りは地元の人でもあまり観たこ

とがなく、興味深い。 

・また、「松茸」は道の駅の運営（売り上

げ）においても重要な要素である。 

→松茸の競りに関しては、地元客・観光客の双

方に興味を持ってもらえるコンテンツである

ことを認識したため、実現に向けて積極的に

検討を進めていきます。 

７ ・想定している機能を全て包括できる建物

を最初から整備するのではなく、ソフト

の整備に合わせて建物も増築していく流

れの方が良いのではないか。 

→No２の指摘・対応に関連 

図表 3-9 第４回検討委員会での主な指摘事項に対する回答・対応⽅針（1/2） 
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 第４回検討委員会での主な指摘事項 回答・対応方針 

８ ・いかに新道の駅から町中へと人の流れを

つくるかについて、ソフト面での対応に

ついてより検討したい。 

→重要なテーマとして認識しています。観光情

報の出し方として今後検討を進めていきま

す。 

 No４、５の指摘に関連 

９ ・自動車業界の動向次第ではあるが、EV車

の専用駐車場をより多く整備した方がい

いのではないか。 

→今後運営者と協議していきます。 

→駐車場内に冗長性を持たせた計画とします。 

10 ・バスの出入りが建物から視認できるよう

な場所に、バス停を配置して欲しい。 

・寒い冬に屋外でバスを待たなくても良い

ように、待合室の機能が欲しい。 

→バス乗り場の位置については、ご指摘の内容

に合わせて修正します。関連して、施設内レ

イアウト計画でもバス利用者動線について考

慮します。 

 

【議題】基本計画（案）について 

・「牡蠣、食うけえ、こ！」という山田町オリジナルのキャッチフレーズを、新たな道の駅の整備コ

ンセプトに積極的に使っていってほしい。 

・山田町は現状、食材は豊富にあるものの、加工食品が弱い。安定した運営を行っていくにあたり、

加工食品を充実させる必要がある。 

・デジタルサイネージに関しては、ランニングコストや技術進歩の速さを見極めた上で、導入の検

討を行った方が良い。 

・トイレを目的とする利用者が産直施設等に立ち寄るような動線の計画が必要である。 

・発起人会のような、運営について検討する組織を少しでも早く組織した方が良い。 

 

 
 

 

 

図表 3-10 第４回検討委員会での主な指摘事項に対する回答・対応⽅針（2/2） 
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基本構想・基本計画の策定にあたり、「山田町新たな観光拠点検討専門部会」の開催を全３回、

また県立山田高校３年生を対象としたワークショップを１回開催しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第３回 山田町新たな観光拠点検討専門部会 （令和元年 12 月 6 日実施） 

（１）ワークショップ形式の議論 

～施設のコンテンツ・機能について～ 

～配置計画案について～ 

～施設の運営のあり方について～ 

※どのような運営が望ましいのかなど全体で意見交換 

第１回 山田町新たな観光拠点検討専門部会 （令和元年８月２１日実施） 

（１）ワークショップ形式の議論 ６０分 

～山田町の強み、良いところ、どのような資源があるか～ 

～どのような機能が道の駅にあるとよいか～ 

第２回 山田町新たな観光拠点検討専門部会 （令和元年９月１８日実施） 

（１）事例紹介の講演（仮題：全国の道の駅での取り組み事例紹介） 

※『道の駅 旅案内 全国地図』編集長 守屋之克氏 

（２）ワークショップ形式の議論 

～競争力のある魅力テーマの設定～ 

～新たな道の駅に必要な機能・コンテンツについて～ 

資源の棚卸し、資源・

魅力の再確認！ 

事例を学びながら、山

田町の道の駅に必要

なことを議論 

タ ー ゲ ッ ト を 明 確

に！ 

そのために必要な施

設の機能について議

論し、とりまとめ 

山田町新たな観光拠点 県立山田高校生ワークショップ（令和元年９月１８日実施）

（１）ワークショップ形式の議論 

～新たな道の駅に必要な機能・コンテンツについて～ 

～新たな道の駅の商品アイデアについて～ 

図表 3-11 検討専⾨部会等の検討フロー図 
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（１）第１回 ⼭⽥町新たな観光拠点検討専⾨部会 

 

■実施概要 

日付：令和元年 8月 21日（水） 

場所：山田町役場 5階委員会室 

参加人数：13名  

※参加者名簿は別紙 
 

山田町で様々な観光業、農林漁業、サービス業に携わって頂いている方、総勢 13 名にお集まりいただ

いて、第１回検討専門部会を開催しました。 

山田町では、前山田病院跡地を「新たな観光拠点」として、「道の駅」として整備する基本的な構想に

ついて説明しました。当検討専門部会では、基本構想の内容をうけて、ワークショップ形式により、山

田町の強み、良いところ、どのような資源があるのか、どのような機能が道の駅にあるとよいか、とい

うテーマで約一時間の熱い議論を重ねました。 
 
【観光施設検討専門部会】                                 

・山田町の自慢として、カキ・ホタテの海産物やシイタケ等の特産品の他、ひゅうず・すっとぎ等の郷

土菓子、朝ラー・朝イカ刺しのような独自の食習慣など、食に関するキーワードが多く出されました。

また、町の祭りに命かける人、祭りに合わせて多くの人が帰って来ること、といった町の人の故郷へ

の愛着が見出されました。 

・新たな拠点には、周辺施設に無い大型観光バスツアー客を受け入れられる大きな食事所や RV パーク

の設置の他、大試食コーナー、購入した食材ですぐに網焼きができるスペース、漁師や農家が売場で

食べ方を教える等、町の良い物を消費者に訴える仕組みが大事だという意見を得ました。 

・さらに、山田北小学校のゲストハウスとしての利用など、周辺の施設や環境を活かしていくアイデア

が出されました。 

【物産施設検討専門部会】                                 

・関口川河口部が「釣りスポット」であることに着目し、釣り具のレンタルや氷のサービスを行うこと

によって、新たな拠点を「釣りの拠点」にしてはどうか、といった意見がありました。 

・「山田湾を望めるトイレの設置」など山田町独自の要素を取り込んだトイレの設置を望む声や、綺麗な

トイレの整備を望む声など、トイレの整備に関する意見が多く出されました。 
 
◆まとめ                                         

・山田町の資源は何と言っても「海」であり、山田湾の美しい景観や、豊かな海産資源、そこから生ま

れる食文化であることを再認識しました。また、キーワードとして、「海の見えるトイレ」「朝のイカ

刺しなど地元食材のレストラン」「コーヒー屋など地元テナント」「良い情報のぎゅっと詰め込み」「体

験ができる」「釣り」「山田産のものしか置かない産直」などが出されました。 

・また、前山田病院跡地以外に、「北小学校」のゲストハウス化や、「関口川河口」の釣り公園化など、

周辺資源との連携方策についても議論されています。 

・今後、こうしたキーワードをより具体的にイメージしながら、「基本計画」の検討を進めます。

図表 3-12 第１回専⾨部会の様⼦ 
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【観光施設検討専門部会 部会員 6 名】 

 団体等名称 氏名 備考 出欠 

１ 山田町観光協会 沼崎 真也 部会長 ○ 

２ 新生やまだ商店街協同組合 椎屋 百代  ○ 

３ 山田町商工会青年部 松本 龍太  ○ 

４ R45design  佐藤 健  ○ 

５ ジオトレイル 川村 将崇  ○ 

６ 山田町特産品販売協同組合 芳賀  隆  ○ 

 

【物産施設検討専門部会 部会員 7 名】 

 団体等名称 氏名 備考 出欠 

１ 山田町特産品販売協同組合 阿部 達也 副部会長 ○ 

２ 観光物産館とっと 佐藤 博子  ○ 

３ 山田町商工会女性部 佐々木 千鶴子  × 

４ 山田町商工会青年部 間瀬 慶蔵  ○ 

５ 三陸やまだ漁業協同組合 鈴木 雄寿  × 

６ JA 新いわて宮古営農経済センター 武藤 勝久  ○ 

７ 大沢養殖組合 鈴木 正幸  ○ 

 

【オブザーバー 2名】 

 団体等名称 氏名 備考 出欠 

１ やまだ復興応援隊 服部 真理  ○ 

２ 山田町地域おこし協力隊 中島 崇  ○ 

 

 

 

 

 

図表 3-13 第１回検討専⾨部会 出席者⼀覧 
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 ◆
観

光
施

設
検

討
専

門
部

会
の

記
録

 

 

山
田

町
の

「
自

慢
」
 

道
の

駅
や

そ
の
周
辺

で
の

活
用

の
仕
方
 

自 然 ／ 環 境 

・
山

田
湾

 
・

荒
神

様
 

・
夜

は
海

が
静

か
 

・
夕

凪
 

・
大

島
（

オ
ラ

ン
ダ

島
）、

小
島

 
・
や

ま
せ
（

夏
）、

け
あ

ら
し
（

冬
） 

・
凪

の
月

夜
 

・
ビ

ュ
ー

ス
ポ

ッ
ト

 
・

徒
歩

5
分

圏
内

に
海

 

・
展

望
台

 

・
冬

の
グ

ラ
ン

ピ
ン

グ
（

冬
に

で
き

る
遊

び
が

少
な

い
の

で
）

 

・
裏

の
山

を
使

っ
た

ア
ク

テ
ィ

ビ
テ

ィ
、

山
を

登
ら

せ
る

、
ト

レ
ッ

キ
ン

グ
等

 

食 べ も の 

・
椎

茸
、

松
茸

 
・
椎

茸
炊

き
込

み
ご

飯
 

・
水

産
加

工
品

 
・

養
殖

、
海

産
物

 
・

瓶
ウ

ニ
 

・
の

し
い

か
 

・
山

田
せ

ん
べ

い
 

・
正

月
の

雑
煮
（

く
る

み
だ

れ
）

 
・

ス
ナ

ッ
ク

が
多

い
 

・
牡

蠣
、

ホ
タ

テ
、

赤
ざ

ら
貝

 
・

す
じ

こ
入

り
お

に
ぎ

り
 

・
藤

七
屋

の
朝

ラ
ー

メ
ン

 
・

う
ど

ん
 

・
小

豆
ば

っ
と

う
ソ

フ
ト

 
・
お

ば
あ

ち
ゃ

ん
の

団
子

、
お

饅
頭

 
・

ひ
ゅ

う
ず

、
す

っ
と

ぎ
 

・
八

と
う

を
夏

に
食

べ
る

 

・
レ

ベ
ル

の
高

い
地

元
食

材
を

出
す

レ
ス

ト
ラ

ン
 

・
観

光
バ

ス
で

の
団

体
客

が
入

れ
る

食
事

処
（

80
人

席
程

）
 

・
こ

だ
わ

っ
た

美
味

し
い

コ
ー

ヒ
ー

屋
・

洋
食

店
 

・
パ

ッ
ク

に
入

れ
て

並
べ

る
の

で
は

な
く

、
魚

は
氷

上
に

そ
の

ま
ま

並
べ

る
 

・
大

試
食

コ
ー

ナ
ー

（
利

き
酒

、
利

き
塩

辛
）
（

儲
か

る
か

、
よ

り
も

ま
ず

手
に

取
っ

て
も

ら
う

）
 

・
「

山
田

産
」

し
か

置
か

な
い

店
 

・
買

っ
て

す
ぐ

に
網

焼
き

が
で

き
る

、
浜

焼
き
・
カ

キ
小

屋
の

よ
う

な
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

。
海

産
物

だ
け

で
な

く
松

茸
、

す
る

め
切

り
身

も
焼

け
る

。
 

・
ホ

タ
テ

山
盛

り
丼

の
よ

う
な

イ
ン

パ
ク

ト
の

あ
る

商
品

提
供
（

鶴
亀

屋
食

堂
（

青
森

県
）
で

提
供

し
て

い
る

山
盛

り
ま

ぐ
ろ

丼
の

イ
メ

ー
ジ

）
 

・
昼

に
地

魚
（

刺
身

）
が

食
べ

ら
れ

る
食

事
処

（
夜

に
提

供
す

る
飲

食
店

は
あ

る
が

昼
間

は
少

な
い

）
 

 

遊 び ／ イ ベ ン ト 

・
シ

ー
カ

ヤ
ッ

ク
 

・
マ

リ
ン

レ
ジ

ャ
ー

 
・

は
し

ご
酒

（
春

）
 

（
1
0
年

前
か

ら
6
回

程
開

催
し

て
い

る
）

 

・
祭

り
（

八
幡

大
杉

）
 

・
花

火
大

会
 

・
パ

ド
ル

フ
ェ

ス
 

・
体

験
観

光
 

・
ち

ゃ
ぶ

台
返

し
 

・
生

け
簀

の
魚

を
釣

れ
る

（
子

供
た

ち
に

体
験

し
て

も
ら

う
）

 
・

こ
こ

に
来

れ
ば

何
か

す
ぐ

出
来

る
体

験
コ

ー
ナ

ー
（

貝
む

き
や

貝
殻

ア
ク

セ
サ

リ
ー

づ
く

り
等

）
 

・
お

客
さ

ん
を

町
中

に
運

ぶ
ツ

ア
ー

の
発

券
所

 
・

バ
ス

ロ
ー

タ
リ

ー
 

・
ア

ス
レ

チ
ッ

ク
、

子
供

に
や

さ
し

い
木

製
遊

具
コ

ー
ナ

ー
 

・
ド

ッ
グ

ラ
ン

 
・
「

お
金

」
に

な
る

情
報

の
提

供
 

 

産 業 ／ 文 化 

・
オ

ラ
ン

ダ
船

ブ
レ

ス
ケ

ン
ス

号
が

1
64

3
年

に
入

港
し

た
 

・
鉱

泉
（

光
山

、
嶋

田
） 

・
六

角
堂

 
・

捕
鯨

の
歴

史
 

 

・
朝

イ
カ

刺
し

＆
大

根
お

ろ
し

を
食

べ
る

 
・
盛

岡
と

山
田

を
結

ん
だ

山
田

線
の

歴
史

 
・

天
然

の
港

 

・
震

災
関

連
の

展
示

、
地

震
体

験
（

揺
れ

が
体

験
で

き
る

等
）

 
・

津
波

の
高

さ
が

分
か

る
展

示
（

鯨
と

海
の

科
学

館
に

あ
る

よ
う

な
も

の
）

 
・
「

海
の

町
」

を
体

感
で

き
る

よ
う

に
船

を
置

い
て

お
く

 
・
（

田
老

の
よ

う
に

）
中

途
半

端
な

展
示

は
い

ら
な

い
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山
田

町
の

「
自

慢
」
 

道
の

駅
や

そ
の
周
辺

で
の

活
用

の
仕
方
 

町 の 人 ／ 子 ど も た ち 

・
町

の
半

分
の

人
は

知
り

合
い

に
な

れ
る

 
・

ガ
イ

ド
で

き
る

漁
師

が
い

る
 

・
ま

つ
り

に
命

を
懸

け
る

人
た

ち
が

い
る

 
・

9
月

の
祭

り
に

は
皆

、
町

に
帰

っ
て

来
る

 
・
死

ん
だ

魚
は

食
べ

ら
れ

な
い

と
い

う
子

供
た

ち
（

常
に

新
鮮

な
も

の
を

食
べ

て
い

る
）

 

・
常

に
目

利
き

ス
タ

ッ
フ

や
漁

師
・
農

家
（

生
産

者
）
が

売
り

場
に

い
て

選
び

方
や

食
べ

方
、
珍

し
い

食
材
（

マ
ン

ボ
ウ

等
）
の

調
理

の
仕

方
等

を
教

え
て

く
れ

る
。
生

産
者

も
消

費
者

と
直

接
会

話
す

る
こ

と
で

需
要

の
把

握
や

販
路

の
拡

大
も

で
き

る
。

 

そ の 他 

・
I
C
か

ら
近

い
ま

と
ま

っ
た

場
所

 
・

宮
古

の
近

く
（

カ
ー

フ
ェ

リ
ー

寄
港

地
）

 
・

ま
ち

な
か

に
近

い
 

・
三

鉄
山

田
駅

 
 

・
R
V
パ

ー
ク

（
車

中
泊

に
対

応
、

三
陸

道
沿

い
に

は
な

い
）

 
・

2
4ｈ

シ
ャ

ワ
ー

 
・
イ

ベ
ン

ト
ス

ペ
ー

ス
に

屋
台

、
キ

ッ
チ

ン
カ

ー
を

呼
ぶ
（

駐
車

場
の

一
画

を
使

う
の

で
は

な
く

専
用

ス
ペ

ー
ス

と
し

て
確

保
）

 
・

陸
中

山
田

駅
か

ら
道

の
駅

ま
で

の
周

遊
、

連
携

 
・

山
田

北
小

の
ゲ

ス
ト

ハ
ウ

ス
、

臨
時

駐
車

場
利

用
 

・
ア

シ
ス

ト
付

き
自

転
車

の
レ

ン
タ

ル
 

    
 

図
表

 3
-1

5 
第

１
回

検
討

専
⾨

部
会

 
観

光
施

設
検

討
専

⾨
部

会
の

記
録

（
2/

2）
 

3-15



 ◆
物

産
施

設
検

討
専

門
部

会
の

記
録

 

 

山
田

町
の

「
自

慢
」
 

道
の

駅
や

そ
の
周
辺

で
の

活
用

の
仕
方
 

自 然 ／ 環 境 

・
や

ま
せ

 
・

雪
が

少
な

い
 

・
オ

ラ
ン

ダ
島

、
小

島
 

・
山

田
湾

 
・
「

山
田

湾
を

望
め

る
ト

イ
レ

の
設

置
」

な
ど

、
山

田
町

独
自

の
自

然
・

環
境

を
活

か
し

た
、

こ
こ

し
か

な
い

特
徴

的
な

ト
イ

レ
 

・
山

田
北

小
の

廃
校

利
用

と
の

連
携

を
図

る
。

 
・

山
田

湾
、

関
口

川
河

口
部

は
釣

り
の

穴
場

。
釣

り
客

を
呼

ぶ
。
「

釣
り

の
拠

点
」
。

 

食 べ も の 

・
山

田
の

醤
油

 
・
鹿

、
熊

、
イ

ル
カ

 
・

山
菜

 
・

塩
う

に
 

・
塩

辛
 

・
磯

ラ
ー

メ
ン

 
・

キ
リ

キ
リ

せ
ん

べ
い

 
・

松
茸

、
椎

茸
 

・
牡

蠣
、

ホ
タ

テ
、

し
ゅ

う
り

貝
 

・
定

置
網

で
捕

れ
た

地
魚

 
・

山
田

生
せ

ん
べ

い
 

・
す

っ
と

ぎ
、

ひ
ゅ

う
ず

 
・

生
う

に
 

・
あ

わ
び

 
・

朝
イ

カ
刺

し
 

・
新

巻
鮭

 

・
海

の
幸

な
ど

魅
力

は
強

い
が

生
産

者
の

高
齢

化
が

課
題

と
な

っ
て

い
る

。
そ

の
た

め
、
漁

師
の

方
が

、
漁

協
を

通
し

て
も

、
通

さ
な

く
て

も
個

人
で

商
品

を
卸

せ
る

な
ど

、
仕

入
れ

の
仕

組
み

の
構

築
。

収
入

の
増

加
に

つ
な

げ
て

欲
し

い
。
 

・
生

け
簀

の
設

置
に

よ
り

、
海

産
物

の
直

売
機

能
や

、
新

鮮
な

魚
介

類
を

飲
食

で
き

る
機

能
を

充
実

さ
せ

る
。
（

例
：

ど
ん

ぶ
り

に
乗

せ
る

ネ
タ

を
自

由
に

選
べ

る
海

鮮
丼

な
ど

）
 

・
製

氷
機

の
設

置
 

・
お

客
さ

ん
が

自
分

で
釣

っ
た

地
魚

を
、
自

分
で

魚
の

下
処

理
や

加
工

が
で

き
る

ス
ペ

ー
ス

を
用

意
し

、
そ

の
ま

ま
B
B
Q

で
焼

く
こ

と
が

で
き

る
設

備
 

・
上

記
設

備
は

、
商

品
製

造
だ

け
で

な
く

、
魚

介
類

の
捌

き
方

や
調

理
法

を
教

え
る
「

体
験

」
ス

ペ
ー

ス
と

し
て

も
活

用
す

る
。

 
・
浜

焼
き

や
バ

ー
ベ

キ
ュ

ー
ス

ペ
ー

ス
は

、
団

体
客

で
も

対
応

で
き

る
規

模
で

整
備

す
る

。
ま

た
、
ペ

ッ
ト

同
伴

で
も

楽
し

め
る

よ
う

、
新

道
の

駅
の

外
構

に
そ

の
よ

う
な

空
間

を
整

備
す

る
。

 
・
「

と
っ

と
燻

」
な

ど
、

オ
リ

ジ
ナ

ル
商

品
を

開
発

で
き

る
加

工
室

を
整

備
す

る
。

 
 ・

郷
土

料
理

（
小

豆
ば

っ
と

う
な

ど
）
、

カ
キ

フ
ラ

イ
定

食
、

ワ
カ

メ
ソ

フ
ト

な
ど

、
山

田
産

の
素

材
を

活
か

し
た

商
品

を
中

心
に

販
売

す
る

。
 

・
朝

イ
カ

刺
し

な
ど

、
地

元
の

人
と

同
様

の
朝

食
メ

ニ
ュ

ー
を

提
供

す
る

。
 

・
地

元
の

既
存

店
舗

を
テ

ナ
ン

ト
と

し
て

誘
致

。
う

ど
ん

、
唐

揚
げ

な
ど

を
販

売
す

る
フ

ァ
ス

ト
フ

ー
ド

店
や

、
パ

ン
屋

な
ど

が
出

店
し

や
す

い
よ

う
、

新
道

の
駅

内
に

テ
ナ

ン
ト

ブ
ー

ス
を

用
意

す
る

。
 

遊 び ／ 

イ ベ ン ト 

・
河

口
部

で
の

魚
釣

り
 

・
オ

ラ
ン

ダ
島

・
小

島
で

の
シ

ー
カ

ヤ
ッ

ク
 

・
す

ご
く

綺
麗

な
の

は
小

島
、
子

ど
も

は
泳

い
で

行
く

。
 

・
「

釣
り

」
の

拠
点

と
し

て
、

釣
り

具
の

レ
ン

タ
ル

や
氷

の
サ

ー
ビ

ス
を

行
う

。
 

・
新

道
の

駅
周

辺
で

カ
ヤ

ッ
ク

体
験

が
行

え
る

よ
う

、
新

道
の

駅
で

も
カ

ヤ
ッ

ク
の

貸
し

出
し

サ
ー

ビ
ス

を
行

う
。
ま

た
、

カ
ヤ

ッ
ク

を
し

て
い

る
光

景
を

新
道

の
駅

周
辺

で
見

ら
れ

る
よ

う
工

夫
す

る
。

 

産 業 ／ 文 化

・
現

道
の

駅
も

賑
わ

い
の

拠
点

、
現

運
営

者
の

立
場

と
し

て
は

、
道

の
駅

と
し

て
残

し
て

欲
し

い
。

 
・

捕
鯨

の
基

地
 

・
イ

ル
カ

漁
、

突
き

ん
棒

 

 

町 の 人 ／

子 ど も た ち

・
過

去
に

総
理

大
臣

を
輩

出
 

・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

の
選

手
 

 

図
表

 3
-1

6 
第

１
回

検
討

専
⾨

部
会

 
物

産
施

設
検

討
専

⾨
部

会
の

記
録

 

3-16



 

 

（２）⼭⽥町新たな観光拠点 県⽴⼭⽥⾼校⽣ワークショップ 

 

■実施概要 

日付：令和元年 9月 18日（水） 

場所：山田町役場 5階委員会室 

参加人数：24名  

 
 

県立山田高校３年生、計 24 名にお集まりいただいて、新道の駅に欲しい機能、コンテンツや、新道

の駅で販売したい商品のアイデアについて、ワークショップ形式で議論・発表を行いました。 

当日は、まず「道の駅やまだ」の見学を行い、その後町役場に移動し、4 グループに分かれてワー

クショップを行いました。高校生が新・道の駅への提案として事前に考えていたことに、「道の駅やま

だ」の見学を通して感じたこと、考えたことを踏まえた発表がされました。 

発表では、高校生ならではの柔軟な発想から出されるアイデアや、将来利用する可能性のある様々

な人の視点に寄り添ったアイデアが出されるなど、新道の駅整備にとって有意義な提案が多く出され

ました。 
 

■新道の駅の機能・コンテンツについて                             

・巨大な観光マップの設置や、壁、天井を利用して巨大な山田町の地図をつくるなど、「普通」を超えた

施設にしたいという意見が出されました。 

・ホタテ釣りで獲ったものや、産直コーナーで買ったものなど、その場で入手した食材をその場ですぐ

に食べることのできる空間／サービスを提供してはどうか、という意見が複数出されました。 

・ドライバー、乳幼児・高齢者、ペット同伴の観光客など、あらゆる立場のニーズに合わせたリラック

スルームを設置することが提案されました。足を伸ばしてくつろげることや、一つ一つのスペースに

簡単な仕切りを設けること、ペット同伴の空間は他の空間とは少し話して設置することなど、利用す

る側の立場になって考えられた具体的な提案がされました。 

・新道の駅から、オランダ島や「鯨と海の科学館」に観光客を運べるシャトルバスを運行するなど、新

道の駅を山田町全体に人を拡げる拠点とすることが提案されました。 
 
■新道の駅の商品アイデアについて                                

・山田町の特産品である「山田生せんべい」を生地として利用した、山田生せんべいクレープが提案さ

れるなど、すでに現在山田町にある特産品を利用して新たなスイーツを開発する提案がされました。 

・また、オランダ島や小島が浮かんでいる山田湾の風景を表現したカレーが提案されるなど、山田町を

想起させる風景や形状を模した新商品を開発することも提案されました。 

・そして、山田町が誇る「海の幸」と「山の幸」を堪能できる商品も多く提案されました。「海の幸」と

「山の幸」どちらかに特化した商品が提案されると同時に、「シイタケと鮭のホイール焼き」のよう

に、「海の幸」と「山の幸」の両方に恵まれた山田町ならではの商品も提案されました。 

 

  

図表 3-17 県⽴⼭⽥⾼校⽣ワークショップの様⼦ 
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高
校

生
の

提
案

 

機 能 ・ コ ン テ ン ツ 

内 装 ／ 外 装 

 
窓
や
床
に
絵
を
描
く
。

 
 

窓
を
山
田
の
名
産
物
（
魚
、
貝
）
の
形
に
す
る
。

 
 

床
に
山
田
の
砂
と
貝
殻
を
敷
き
詰
め
て
、
そ
の
上
に
透
明
な
ガ
ラ
ス
を
敷
く
。

 
 

オ
ラ
ン
ダ
島
を
オ
マ
ー
ジ
ュ
し
た
外
観

 

 
二
階
建
て
、
テ
ラ
ス
付
き
（
海
が
見
え
る
よ
う
に
）

 
 

通
路
を
広
く
し
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
や
車
い
す
を
通
り
や
す
く
す
る
な
ど
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

を
意
識
す
る
。

 
 

内
装
の
ほ
ぼ
全
面
を
使
っ
て
山
田
町
の
大
き
な
地
図
を
つ
く
る
。

 

飲 食 

 
ホ
タ
テ
釣
り
体
験
や
、
牡
蠣
の
掴
み
取
り
を
行
い
、
そ
こ
で
捕
っ
た
も
の
を
そ
の
ま
ま

刺
身
や
、
焼
い
て
食
べ
ら
れ
る
ス
ペ
ー
ス

 
 

季
節
に
合
っ
た
日
替
わ
り
の
山
田
の
特
産
品
を
提
供
す
る
。

 
 

フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー

 

 
う
ど
ん
や
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
の
自
動
販
売
機

 
 

フ
ー
ド
コ
ー
ト
（
カ
フ
ェ
、
海
鮮
丼
な
ど
を
提
供
す
る
食
堂
）

 
 

市
場
の
よ
う
に
獲
れ
た
て
の
海
産
物
の
販
売

 
 

お
弁
当
の
販
売

 

休 憩 ／ 情 報 施

設

 
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
の
ク
イ
ズ
や
地
図

 
 

山
田
の
年
間
イ
ベ
ン
ト
、
行
事

 
 

山
田
祭
り
や
震
災
の
写
真
を
展
示
す
る
。

 
 

休
憩
ス
ペ
ー
ス
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
チ
ェ
ア
や
仕
切
り
を
設
置
（
祭
り
の
映
像
や
写
真
、
食

堂
の
メ
ニ
ュ
ー
の
レ
シ
ピ
、
山
田
の
魅
力
を
ま
と
め
た
映
像
を
流
す
。）

 

 
音
声
付
き
の
案
内
板

 
 

海
の
見
え
る
リ
ラ
ッ
ク
ス
ル
ー
ム
（
足
を
伸
ば
せ
る
、
飲
食
物
を
持
ち
込
ま
な
い
、
ペ

ッ
ト
同
伴
の
ス
ペ
ー
ス
を
別
で
用
意
）

 
 

シ
ャ
ワ
ー
室
、
入
浴
施
設

 
 

ト
イ
レ
の
ふ
た
を
ホ
タ
テ
の
貝
殻
の
形
に
す
る

 
 

ト
イ
レ
を
広
く
き
れ
い
に
す
る
。

 

そ の 他 

 
駐
車
場
／
給
油
施
設

 
 

キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
（
子
ど
も
連
れ
の
人
が
気
軽
に
利
用
し
や
す
く
す
る
た
め
）

 
 

体
験
コ
ー
ナ
ー
（
貝
を
用
い
た
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
な
ど
）

 
 

望
遠
鏡
の
設
置
（
海
を
見
渡
す
た
め
）

 
 

観
光
客
も
地
元
の
人
も
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
（
季
節
ご
と
、
数
日
に
１
度
）

 

 
山
田
町
の
グ
ッ
ズ
な
ど
を
販
売
す
る
お
土
産
コ
ー
ナ
ー

 
 

直
接
海
の
生
き
物
と
触
れ
合
え
る
コ
ー
ナ
ー
（
子
ど
も
が
楽
し
め
る
機
能
）

 
 

道
の
駅
発
の
ツ
ア
ー
を
行
う
た
め
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
乗
り
場
の
設
置
（
道
の
駅
⇔
オ
ラ

ン
ダ
島
、
鯨
と
海
の
科
学
館
な
ど
）

 
 

ペ
ッ
ト
の
遊
べ
る
ス
ペ
ー
ス
（
長
旅
で
疲
れ
た
ペ
ッ
ト
の
休
憩
）

 

商
品

 

ア
イ

デ
ア

 

 
牡
蠣
チ
ャ
ウ
ダ
ー

 
 

オ
ラ
ン
ダ
島
ケ
ー
キ
、
ド
ー
ナ
ッ
ツ
（

ず
ん
だ
ク
リ
ー
ム
、
ス
ポ
ン
ジ
、
貝
殻
チ
ョ
コ
）

 
 

山
田
ク
ッ
キ
ー

（
お
神
輿
や
オ
ラ
ン
ダ
島
、
ヤ
マ
ダ
ち
ゃ
ん
の
イ
ラ
ス
ト
を
プ
リ
ン
ト
）

 
 

山
田
せ
ん
べ
い
ソ
フ
ト

 
 

山
田
生
せ
ん
べ
い
ク
レ
ー
プ

 
 

ワ
カ
メ
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
（
小
分
け
に
し
て
販
売
）

 
 

ク
ジ
ラ
ゼ
リ
ー

（
ク
ジ
ラ
の
形
の
ゼ
リ
ー
）

 
 

貝
殻
の
形
の
マ
ド
レ
ー
ヌ

 
 

山
田
湾
を
模
し
た
カ
レ
ー
（
オ
ラ
ン
ダ
島
と
小
島
の
よ
う
な
ご
飯
の
盛
り
付
け
を
し
、

海
の
部
分
を
カ
レ
ー
ル
ー
に
す
る
。
ご
飯
に
わ
か
め
を
混
ぜ
て
、
島
の
木
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
ご
飯
に
す
る
。）

 

 
山
田
パ
エ
リ
ア

 
 

イ
カ
墨
パ
ス
タ

 

 
シ
イ
タ
ケ
と
鮭
の
ホ
イ
ー
ル
焼
き

 
 

山
田
ラ
ー
メ
ン

~海
味

~（
塩
ベ
ー
ス
、
ホ
タ
テ
・
カ
キ
・
ワ
カ
メ
・
メ
カ
ブ
・
シ
ュ
ウ
リ
な
ど
山
田
で

獲
れ
る
海
産
物
）

 
 

山
田
ラ
ー
メ
ン

~山
味

~（
し
ょ
う
ゆ
ベ
ー
ス
、
シ
イ
タ
ケ
・
タ
ラ
の
芽
・
ワ
ラ
ビ
・
ウ
ル
イ
な
ど
山
田

で
獲
れ
る
山
の
幸
）

 
 

シ
イ
タ
ケ
の
だ
し
茶
漬
け

 
 

海
茶
漬
け

（
ア
サ
リ
や
昆
布
の
出
汁
）

 
 

シ
イ
タ
ケ
ご
飯

 
 

山
田
町
の
食
材
を
使
っ
た
海
鮮
丼

 
 

缶
バ
ッ
チ
、
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
、
ぬ
い
ぐ
る
み
、
筆
記
用
具
（
山
田
の
祭
り
関
係
）

 
 

お
祭
り
カ
レ
ン
ダ
ー
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（３）株式会社ゼンリン守屋之克⽒ 講演 

■「道の駅」における利用の傾向と魅力とは… 

 道の駅の利用目的は、「休憩」「特産品購入」「道路・観光情報収集」が上位 

 東北は全国平均に比べ「道の駅めぐり」を目的とする利用者が多い傾向 

 道の駅の評価ポイントは、「特産品」「食事・味覚」「店舗・施設の充実度」が上位 

 東北の道の駅における人気上位は以下の通り。それぞれ何らかの特徴がある。 

⇒特色をどのように打ち出すかが重要 
 

図表 3-19 東北管内における道の駅 上位 5 位 
 名称 人気の主な理由 

１位 あ・ら・伊達な道の駅 品揃え 

２位 道の駅象潟「ねむの丘」 景色の良さ、温泉 

３位 道の駅米沢 食事・味覚 

４位 道の駅「上品の郷」 ‐ 

５位 道の駅 雫石あねっこ ‐ 

 

 人を惹きつけるポイントは、「気軽さ」「その土地らしさ」「非日常感（観光客）」 

⇒訪問価値をどう高めるか。わざわざそこに行く理由をつくることが大切 

 

■「道の駅」好事例紹介 

○ 道の駅 日立おさかなセンター（＠茨城県日立市） 

・海鮮丼の具材を自由に選ぶことのできる「身勝手丼」が人気。 

・主な商圏は水戸首都圏。 

・月末にイベントを開催しており、利用者向けの「競り」などが楽しめる。 
 

○ 道の駅 もてぎ（＠栃木県茂木町） 

・中学校の廃校跡地に加工場を設置。柚子を買い取り、加工場を利用して 6 次産業化 

・米粉バームクーヘンの工房を構えた。 

・メインにはなりにくい食品の利用。 
 

○ 道の駅 氷見（＠富山県氷見市） 

・1999 年登録、2012 年移転により、機能を移すと同時に、温泉施設や足湯を新たに整備 

・施設内は漁師の番屋をイメージし、テナントが分かれている。個人商店で買い物している

ような印象。 

・湾越しの景観が特徴。 

・寒ブリシーズンに限らず、「食＋温泉＋景観」でリピーターを獲得している。 
 

○ 道の駅 のと千里浜（＠石川県羽咋市） 

・JA と市が後押しする「自然栽培」農法で作った「羽咋米」をブランド化。 

・加工品の数が圧倒的に多い。催事にも対応している。 

・外部への PRも積極的に実施。 

・獣害対策で仕留めたイノシシ肉を使い、猪肉のカレーパン、猪肉を使用したカレーのレト
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ルトパックなどのメニュー開発を行っている。 

・ヒットの要因として、デザインに力を入れていることが挙げられる。ブランディング力。

こうしたことが次の購入意欲に繋がっている。 
 

○ 道の駅 笠岡ベイファーム（＠岡山県笠岡市） 

・鮮魚コーナーで毎日「魚の詰め放題」を実施しており、オープン以来の人気イベント。ビ

ニール袋に一斉に入れていき、全身が袋に入りきっていなくても可。10分程で魚が無くな

る。 

・地元より、近隣の市町村からの来客がメイン。干拓地を使った四季の花を見るついでに立

ち寄る方も多い。 

・何らかの売りをつくるべく、採算度外視で集客に繋げている。 
 

○ 道の駅 たけはら（＠広島県竹原市） 

・周囲にフレンチが味わえるレストランが無かったため、フレンチシェフを呼び、「本格フレ

ンチが味わえる道の駅」としてオープン 

・海、山療法の地元食材を使ったメニューが特徴的。 

・重伝建の起点に位置していることから、観光案内を行うと共に、地元ユーザーにも食材の

新たな食べ方の提案・発信を行っている。 
 

○ 道の駅 北浦街道 豊北（＠山口県下関市） 

・景勝地「角島大橋」が近く、景観＋食事によるインスタ映えが人気 

・「おまかせ海鮮丼」が人気 

・仲買資格を持ったスタッフが地元漁港で買い付けを行い、レストランや店売している。 

・地元にスーパーがないため、日用品の販売を行うコンビニ機能を併設している。そのた

め、観光客だけでなく、地元客からも人気。 
 

○ 道の駅 よしうみいきいき館（＠愛媛県今治市） 

・魚介類を使った海鮮七輪 BBQ が人気 

・しまなみ海道が自転車の聖地となっていること、またレンタサイクルを行っていることか

ら、海外、特にアジア系のサイクリストの観光客も多い。中国語などアジア圏の言語に対

応できるスタッフを準備。英語圏のインバウンド客に関しては、英会話のできるスタッフ

が対応。 

・渦潮を見ることのできる観潮船が道の駅から出航しており、観光の拠点になるなど、目的

地化している。 
 

○ 道の駅 むなかた（＠福岡県宗像市） 

・トップクラスの売り上げを誇る道の駅。 

・売り場の半分で鮮魚を販売。鮮魚に関しては、近隣 4か所の漁港から漁師が直接持ち込み

販売している。午前中には売り切れてしまうため、漁師も時間をずらしてくる。 

・野菜、果物に関しても買われており、相当な品揃えを誇っている。 

・「福岡-北九州」間に立地しているため、ドライブがてら立ち寄る客も多い。 

・魚文化継承のため、魚の捌き方体験（子ども向け）を定期的に行っており、人気がある。
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○ 道の駅 いとまん（＠沖縄県糸満市） 

・2019 年の「トリップアドバイザー」道の駅ランキング１位 

・JA、漁協、物産センターがそれぞれ別棟で建ち、組合組織で道の駅を運営 

・食材目当ての地元客だけでなく観光客も楽しめるよう、一口サイズで販売しており、気軽

に海の幸を味わえることから観光客（外国人も多い）に人気 

 

 

・トイレ、手洗い場、ロケーションも含めて、売りとなっている。 

⇒トイレがセールスポイント化している。ロゴの工夫や、オリジナリティの創出など、うまく

利用することが大切。 

・子育て支援施設を併設し、地元向けにも道の駅を核として人を集める工夫をする自治体が増

えてきている。おむつの販売や、液体ミルクの販売を行っている事例もある。 

 

 

■「道の駅」のあるべき姿とは… 

 誰のための「道の駅」であるべきか。 

⇒観光客 or 地元客に特化した道の駅の方が人気。ターゲットがぼやけないように注意が必要。

全員を対象とするとぼやける可能性が高く、深い印象が残らないリスクも高い。 

 何を伝えたいのか。 

⇒明確に見えないとダメ。どう伝えるかも重要。 

 町全体が「道の駅」のビジョンを共有できるか。 

⇒行政の協力が必要不可欠。整備した後は運営者に全てを委ねるとして、運営が苦しくなって

いる例がある。行政が、町全体の問題として、どう後押しするか。運営者任せにしないこと

が重要。6次化や、販路の確保など、町の後押しをすることが重要。住んでいる人がどう関わ

っていくか。 
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質問内容 回答 

① 新たな道の駅が高速道路の

すぐ側にできるが、SA や

PA 的な使われ方が良いか。 

 三沿道を通ると三滝堂からさんりくまでトイレがないため、そ

こで広域連携を図りたいという話を聞いた。新たな道の駅も三

沿道が近いことから、トイレ利用がメインになることが予想さ

れる。 

 トイレ休憩を目的にしてくる人は、ほとんど町には下りない。

トイレ休憩後すぐに移動してしまう点では、PAに近い。 

 町中に人を流すためにも、通過されないで滞留させる仕組みづ

くりが大切 

② 道の駅に関して、「商圏」

という発想はあるか。 

 ないと云えばない。川場田園プラザ（＠群馬県）は、7 割の客

が首都圏から来ている。どう価値を見出すのかが大切。山田町

の新たな道の駅に関しても、価値の見出し方次第で盛岡や仙台

から集客することもできると思われる。 

 ただ、地元客中心の道の駅も多い。 

③ 山田町の新たな道の駅と似

た立地の事例はあるか。 

 新たな道の駅が隣接する三沿道が「無料」であることに着目す

ると、山陰道沿線が似た立地になるかと思う。山陰道沿線の鳥

取－島根の事例は参考になるかもしれない。 

 山陰道の事例に関連する話では、新しく山陰道が整備されたこ

とによって、下道沿いにあった元々の道の駅が苦戦するように

なった。 

④ 指定管理者の成功例は、ど

んな人が集まっているか。 

道の駅「のと千里浜」に関

しては、デザインに特化し

た人が集まっているか。 

 道の駅「のと千里浜」の事例では、第３セクターを立ち上げ、

事前の準備を行った。その際に、(株)四万十ドラマの立ち上げ

集団のアドバイスを受けた。 

 「どうやって知ってもらうか。」ということに関して、市町村全

体で盛り上げていくことが大切 

 出荷する側が距離を置いて、出し控えや、様子見をする場合も

あるため、どれだけ住民を巻き込めるかが重要。 

⑤ 今回提示していただいた事

例の規模感と、収益、集客

力のバランスを知りたい。 

 箱は大きく、成功により事業規模を拡大した事例がある。 

 山田町の新たな道の駅も、スタートはコンセプトをつくり、

徐々に事業を拡大していく方が良いと思う。 

⑥ 温泉はあった方が良いか。  人気は高い。車中泊の人が利用することもあるが、人気の一番

の理由は、温泉が「非日常感」を演出することだと思う。 

 ただ、温泉が 100％必要かというと、そうでもないと思う。 

⑦ 東北道の駅の人気トップ５

は、売り上げ、収益に関し

てもトップクラスか。 

 売り上げや収益に関して公表している道の駅は少なく、５つす

べてに関しては分からないが、あ・ら・伊達な道の駅に関して

は、売り上げや収益に関してもトップクラス 

図表 3-20 株式会社ゼンリン守屋之克⽒ 講演 質疑・応答 
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（４）第２回 ⼭⽥町新たな観光拠点検討専⾨部会 

 

■実施概要 

日付：令和元年 9月 18日（水） 

場所：山田町役場 5階委員会室 

参加人数：15名  

※参加者名簿は別紙 
 

山田町で様々な観光業、農林漁業、サービス業に携わって頂いている方、総勢 15 名にお集まりいただ

いて、第２回検討専門部会を開催しました。 

今回の検討専門部会は２部構成で実施し、前半は(株)ゼンリンの守屋之克氏に「『道の駅』好事例紹

介」と題した講演を頂きました。 

「気軽さ」「その土地らしさ」「非日常感（観光客）」が利用客を引き付ける大きなポイントであり、ま

た独自の特色を打ち出すことが重要であるとのことでした。 

今後、検討を進めていく上では、「道の駅」のあるべき姿として「誰の為の『道の駅』であるべきか」、

「『道の駅』を通して何を伝えたいのか」「町全体が『道の駅』のビジョンを共有できるか」という視点

が大切であるとお話いただきました。 

後半は守屋氏の講演を踏まえ、前回の議論に引き続き、新たな道の駅に必要な機能・コンテンツと、

コンセプト「（仮）美しい山田湾から得られる豊富な海産物・地魚」に関する議論を行いました。予定時

間いっぱいまで意見が出るなど、前回にも増して白熱した議論が行われました。 

【観光施設検討専門部会】                                 

・コンセプトに関しては、1 月下旬から春先まで定置網がシーズンオフになることや、春や秋は山菜、

シイタケ等の山の恵みが豊富であることから、山田湾を象徴とした海だけでなく山も含めて「山田町」

であり、海と山が繋がっているストーリーを伝え、三陸、陸中の中での山田町の特徴をイメージする

ような言葉で認知度を高めることが必要というお話がありました。 

・機能・コンテンツは前回出された案に対して、山田町の地域資源を活かした「観光客向け」の「食べ

もの」「遊び／イベント」に分類されたものが多くありました。 

・町の「文化」を伝える内装デザインとしては「番屋」をイメージし、建物は木材を使用し、施設内は

小さな店舗が並んでいて、漁具を置き、浜っぽさを演出するとの提案がありました。 

【物産施設検討専門部会】                                 

・美味しいカフェや、おしゃれな商品、また野菜詰め放題や、魚の掴み取りなど、地元客・観光客双方

の女性が「トキメク」コンテンツを新たな道の駅に導入することが提案されました。 

・また男性が「トキメク」機能として、関口川など周辺の釣りスポットを活かすべく、手ぶらで来た人

間が釣りを楽しめるよう、氷のサービスや釣り具のレンタルをすることが提案されました。 

・そして新たな道の駅では、山田町の特産品を活かした「ホタテ釣り」など、その場ですぐに体験でき

るコーナーを設けることが提案され、議論の結果、複数の案が出されました。 

  

図表 3-21 第２回検討専⾨部会の様⼦ 
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【講演者 １名】 

 団体等名称 氏名 備考 出欠 

１ 株式会社ゼンリン 守屋 之克  ○ 

 

【観光施設検討専門部会 部会員 6 名】 

 団体等名称 氏名 備考 出欠 

１ 山田町観光協会 沼崎 真也 部会長 ○ 

２ 新生やまだ商店街協同組合 椎屋 百代  ○ 

３ 山田町商工会青年部 松本 龍太  ○ 

４ R45design  佐藤 健  ○ 

５ ジオトレイル 川村 将崇  ○ 

６ 山田町特産品販売協同組合 芳賀  隆  ○ 

 

【物産施設検討専門部会 部会員 7 名】 

 団体等名称 氏名 備考 出欠 

１ 山田町特産品販売協同組合 阿部 達也 副部会長 ○ 

２ 観光物産館とっと 佐藤 博子  ○ 

３ 山田町商工会女性部 佐々木 千鶴子  〇 

４ 山田町商工会青年部 間瀬 慶蔵  ○ 

５ 三陸やまだ漁業協同組合 鈴木 雄寿  〇 

６ JA 新いわて宮古営農経済センター 武藤 勝久  ○ 

７ 大沢養殖組合 鈴木 正幸  ○ 

 

【オブザーバー 2名】 

 団体等名称 氏名 備考 出欠 

１ やまだ復興応援隊 服部 真理  ○ 

２ 山田町地域おこし協力隊 中島 崇  ○ 

 

 

 

図表 3-22 第２回検討専⾨部会 出席者⼀覧 
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（５）第３回 ⼭⽥町新たな観光拠点検討専⾨部会 

 

■実施概要 

日付：令和元年 12月 6日（金） 

場所：山田町役場 5階委員会室 

参加人数：12名  

※参加者名簿は別紙 

 
山田町で様々な観光業、農林漁業、サービス業に携わって頂いている方、総勢１2 名にお集まりいた

だいて、第３回検討専門部会を開催しました。 

今回の検討専門部会では、ワークショップ形式での議論に入る前に、基本計画（案）に対する意見交

換が行われました。部会員からは新道の駅の整備コンセプトに対する意見が多く挙げられ、「海の幸」、

特に「牡蠣」を前面に押し出した道の駅整備・PRを行うべきであるとの意見が出されました。 

その後のワークショップ形式の議論は、新道の駅の「運営」を主なテーマに行われました。部会員の

多くが普段から運営に携わっているため、運営者の立場から新道の駅の計画について多くの意見を頂き

ました。また部会員の方々からは、道の駅の好事例について学ぶ機会を求める声や、新道の駅の運営を

自分事として捉える声が聴かれ、これまでにも増して積極的な議論が行われました。 

最後に事務局から、検討専門部会は今回で閉会となるが、来年度新たに発起人会を発足し、そこで改

めて協力を仰ぐ可能性がある旨の告知がされました。 

【観光施設検討専門部会】                                 

・新道の駅が「観光の窓口」となることも重要であるが、道の駅自体が儲かる仕組みを作ることも重要

であり、その扇動となれる人物（ex.中澤さかな氏）が不可欠であるとの意見が出されました。 

・また各々のコーナーを運営できる専門家が必要であり、その一例として、部会のメンバーがそれぞれ

の知識を活かして新たな組織をつくることが提案されました。 

・情報発信コーナーについては、ツーリズムの情報発信だけでなく、その場で受付も行えるよう、運営

者の事務所を併設することが提案されました。 

・テナント施設については、現状町に空き店舗が無く、新たに出店する意欲のある人の受け皿がないこ

とから、週替わり、月替わりで様々な店舗に入ってもらうことが提案されました。 

【物産施設検討専門部会】                                 

・トイレにおいて映像を流す等、トイレ利用者に対して町の情報を発信する仕掛けが必要であるとの意

見が出されました。 

・情報発信コーナーについては、デジタルサイネージの導入により常に新しい情報を提供することや、

常に案内対応できる人を配置しておくことが提案されました。 

・また情報発信については、観光情報やツーリズムに関することだけでなく、「釣り」の情報（イベント、

釣り場、レンタル等）を多く提供することが提案されました。 

・飲食コーナーでは、釣った魚や購入した魚介類を、店側が有料で処理、調理する仕組みが提案されま

した。  

図表 3-25 第３回検討専⾨部会の様⼦ 
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【観光施設検討専門部会 部会員 6 名】 

 団体等名称 氏名 備考 出欠 

１ 山田町観光協会 沼崎 真也 部会長 ○ 

２ 新生やまだ商店街協同組合 椎屋 百代  ○ 

３ 山田町商工会青年部 松本 龍太  ○ 

４ R45design  佐藤 健  ○ 

５ ジオトレイル 川村 将崇  ○ 

６ 山田町特産品販売協同組合 芳賀  隆  ○ 

 

【物産施設検討専門部会 部会員 7 名】 

 団体等名称 氏名 備考 出欠 

１ 山田町特産品販売協同組合 阿部 達也 副部会長 ○ 

２ 観光物産館とっと 佐藤 博子  ○ 

３ 山田町商工会女性部 佐々木 千鶴子  ○ 

４ 山田町商工会青年部 間瀬 慶蔵  ○ 

５ 三陸やまだ漁業協同組合 鈴木 雄寿  ○ 

６ JA 新いわて宮古営農経済センター 武藤 勝久  × 

７ 大沢養殖組合 鈴木 正幸  × 

 

【オブザーバー 2名】 

 団体等名称 氏名 備考 出欠 

１ やまだ復興応援隊 服部 真理  ○ 

２ 山田町地域おこし協力隊 中島 崇  × 

 

 

図表 3-26 第３回検討専⾨部会 出席者⼀覧 
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（１） 調査⽬的 

■ 山田町の観光資源に関する現状認識を整理したい。 

①山田町の認知度を回答者居住地別に整理する。 

⇒認知度を高めるべき層はどういう人か把握。今後の KPI 管理指標にもなる。 

②山田町の観光資源の認知度を、資源別に整理する。 

⇒どういった分野が人気なのか（記憶に残っているのか）把握。強みの理解となる。 

■ 今後、ターゲットとなる道の駅利用者像を設定するための基礎資料を得たい。そのため

に、利用者が道の駅に求めていることの一般解を得たい。 

①利用頻度別に回答者属性（年齢、世帯構成）を整理する。 

⇒「道の駅」の利用頻度が高いひとはどういう人か把握。 

②三陸沿岸地域における「道の駅」利用者の傾向を把握する。 

⇒三陸沿岸の「道の駅」を利用しているひとがどういう人か把握。 

③利用頻度ごとに道の駅に求めている用事を特定する。 

特に、利用頻度が比較的高い人の傾向を把握する。 

⇒「道の駅」の利用頻度が高いひとはどういう人か把握。 

④消費金額ごとに道の駅に求めている用事を特定する。 

特に、消費金額が高い人の傾向を把握する。 

⇒「道の駅」でお金を多く使ってくれるひとはどういう人か把握。 

（２） 調査⽅法 

1）調査実施期間 

Web アンケートにより、調査を実施した。 

期間：令和元年 8月 12日～22日 

２）調査実施期間 

山田町を訪れる上での意思決定者となりうる、仙台都市圏、盛岡都市圏、八戸都市圏、三陸沿

岸道路沿線市町村在住で、15歳以上の居住者を対象とした。サンプル数は 1500 票に設定した。 

（３） 調査結果 

調査結果は次頁以降に記載します。 
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